序 

ファ ツシズ A の 運動 風は •今や 全 * 界 をふきまくつてゐる>熱風となり*寒風とな，5^ * 凰 
4 なり、 强風 となり* 弱 風と な®^ 晒 風と な 逆風と な 0* 旌風となり*突風とな 0 てふ 
» まくつてゐる0そ©形觼は各々國々にょ 0 て異相ではぁるが* . 

何ぅ して 7 

#^はフアツシズムの全校をながめることにした0從 0 て*フアツシズムの槪念をとらへ得 
れば *こ の 企ての 目的は 雄せられ る。 

フ アツ シズ ムは何故全世界を風縻したか？ • 

««七年八月ニ十ニ日 (第六十三鼸會成立の日) 

著者 識 
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シズ ムの 擡頭 



:ッシ ズムの 源泉 



、イタ リヤの 



ふ 快 さ。 其處に は 自ら- 
す ダリヤは •そん 
帝 同 再建の ために •全 



鼸 狀： 

自. 51^- マ 



色 •波 錚か なる 南歐の 海、 その上を 流れ 来る 風、 橄 W 樹 下に 憩 
*-« 彌琴の調べ整ひ*丹靑の妙技が起 0 てくる。併し事實現代の 
てゐるところではなぃ〇黑シャッッに身を固めて*古代 0 |マ 



一， Y _ v > l .9 ャ律 ••古 4^>の«亡以來，殆んど平和な時代が見られなかつたと言つて宜い 
困で ある。 周知の 如く ィタ y ャは •地中海の 中に 突出した 長靴で ある。 その上 部 北方と 下部 南 
方と では 同一國 でありながら 言語 •風俗 •習 tr 食物 等に 於て、 著しく 相異 るので ある。 これ 
は 一に イタ 9 ヤ にの み 限られた 事では ない。 我 日本に 於ても、 靑森と 鹿兒 島と では、 その 方言 
を以 つて 語るならば •全然 相通ぜ ざると 同然で ある C 併し乍ら イタ*' ヤ 杧 於て は •日本とは 違 
〇て南北にょ0人種を择にする〇でぁる〇卽ち北方ィタ9ャには主とし.てケルトの血が多く_ 



て 突進邁 往 しつ、 あるので ある. 
の 滅亡 以来 •殆ん ど 平和な 時代： 




南方 イタ 9 ヤ に は ノル 1 ン及ぴ サラ セン 人が 多い 〇 か V る 人種的 相違の 存す るた めか * n l マ 
帝國滅亡後のイタ*'ヤには*群小！1家の割據絶ぇ間なくぅち « ぃて、「權カこそは正義なり」と 
叫ばし めた ものである。 

イタリヤ民族主義に於て*かつては國民的英雄として崇敬せられた*ジユセッべ.ガリバル 
デー が、 サル デ ニヤ 王 •ヴィットリオ マヌエル 二世を 補援 して •一八 四 八 年から 一八 七 ニ 年 
に 至る 迄の 二十 餘 年間は、 實 に悪#苦_そのものであ 0 た0しかも*くにしてー八七ニ年に至 
づ て 、 K 3 盂1 -* は首5-マに入つて王家を興し*イタリャは此處に立蠢主制を建て 
たので あつたが* この 大棄 成就 後に 於ての イタ リヤ 國 情は* 尙 決して 平安 一日 も 枕を 高ぅ する 
わけには 行かな かつた ので ある。 

II 、 内政 sn I 八 七 ニ 年 立 楽— 射 が 創建せられ •議會 政治が％ 行せられ たことは. 全 
イタ リャ 統一 上には 一大 貢献で あつた。 それが ため に か •從來 一般に 王室は •國 民ょり 比較的 
供芷の地位にあつたのであるが、ヴンソトリオ.>{マヌ|1ルニ世は*イタリヤ民埃解放者として 
一 ■民に 特に 敬慕され たので あるが ニ 九 8 年 第三 世ヴ 4 ット ロオ .エ マヌ i が、 王位を 播承 
してから後の國內は、日に日に多事を加へるのみであ 0 た0 



ィタ リヤの 面積は 實 1 C 三十 一离平 方キ a で •この 土地に 住する 人口は 四千 百. 十四 离五 千餘人 
(一九 三 一年 四月 钃查) である 。こ の 三十 一 萬 平方 キ 〇 に四千百餘萬の人ロは.一平方キ 0 の密度 
にして 百 三十 四 人と な 0 •決して 並々 ならぬ 人口と いふべき であらぅ 。而 して 之 等の 人々 が、 
• m 北に 於て 人種を 異にし* 言語 •風習. 食物 從 っ て 又 性格 •思想を 異にしながら、 ー鲎に 會して 、 

J 國 の 政治を 議 する 事は、 初期の 議會に 於て 如何なる ものなる かは、 想像に 難くない 所で ある 0 
然るに ィタ 9 ヤの 議會 政治は •この 創 生 初期の 時から 铒 敗汚淘 を棰め •その 選 * に 際して は 早 
くも投费買敗、官憲 £ 用.赛カ團の携行等が*大規模に行はれたと、ふに至っては*何の爲に 
悪 戰苦鬪 をな め 金して、 國民の 解 ' ft を撕 行した ので あるか、 その 意義を 全然 解せ ざる ものと 呆 
然たら ざるを 得ぬ わけで ある。 一例を ♦げ ると 一九二 八 年 五月に 公布され た 新選 舉法に ょる 
に •議員の 定霣は 四百 名であって •これが 何れも 政府の 選抜した 者で あり •之を 單 に 國 民に提 
示して、 その 賛否を 問 ふとい ふに すぎない ので ある。 一八 八 ニ 年の 選舉浓 では* 選擧 資格は ニ 
十一 歲を 完了し-三 年間 國民事 校の 敎 育を 受けた るか •乃至 之と 同一の 試驗に 合格した る もの 
に 限られて ゐたが •一九二 八 年の ものに ょると •滿 二十 一歲 以上の 男子 •又は 十八 该以 上の 旣 
婚男子が1定の財產を有するものとな 0 てゐる。何れにしても選舉*^赉格者は-千人に 0 き 



B 

二十 人と 5 金 孝で s て •候補者と 議貝* 政府と q 間 sleg*#K> 嚣行爲 が 取 上は されて 
ゐる ので ある。 

一方 ィタ リャに 於て は旣に 早くょ り政 敎の 分離が 行は れ •從來 B 1マ敎#の檨成は實杧大な 
るものであつたけれども*その後は日に月に教會阈家は沒落途上を步んだ0それはィタリヤ愛 
S 者に とつて は、 敎會は 最も 非爱國 的な もので あつたから 0こ れ に反して 敎會の 側ょり すれば 
もとょ〇敎會以外の權カは、ィタリャ擾亂の淵蔴であつた0かくて國家が敎會に對して無關心 
であ 0 その 反對 に敎會 4 亦國家 に對して無關心であることは、|國の文化*思想、政治等の 
類廢を 招く 基と こそは なれ， 一 H の 發展向 上を 妨げられる 事が 多い ので ある 0 
H 、 歎 洲大 ft へ GSH 情 m フン ス Q 有名な 萬 年 外相と いはれ た 故 ブリア ン が、 「青年時代 
に 社 # 主義者に ならぬ 奴は 馬鹿 だ。 だが 年取つ てから 4まだ社會主義にこびりついてゐる奴は 
J 暦 馬鹿 だ。」 と 言つ た 言葉を •文字 通 0 資 行した ベ II ト •ムツ ソリ =丨は、歐洲大戰の始まつた 
當時 迄は 社 含 主義者で あつた、 然るに 歐洲 大戰 o ^ j i : 契機と して •彼の 精神は 次第に 愛國的 
情熱に 充 たされ •遂に 一九 一四 年 秋— 彼は 社會 主義を U 棄 して* 國家 主義へ と轉 向した 
のである。1九1四年十1月十 £ 日彼の某班に揭げた論說に日く「時は確にぅいや 0 である0 



しかし繼々此時と反對に行動する事が必要である。現在のやぅな一般的淸算の時期に於て，詩 
人の云ふが姑くあはた>しく過ぎ去るものは死人のみではない。否*生け.る者こそ死人よ0も 
よりあは た V しく 過ぎ去る o 待つ とい ふ 事は. 後れて 到達し •最早 や 如何と もな し 難き 旣定の 
事實に 直面す！ ：〇 ことを 意味す る U 如何に 嘆く とも 無 效 であつ て、 之を 消滅す る ことは 出来な 
い。 …… 今や 保守的 社 會 主義の 中立 論者が 何と 言は ぅと も •重大なる 問題が 解決せられ なけれ 
ばなら たい。 歃洲社 # 主義の 運命は、 此戰爭 の 齎すべ き 結果と 緊密なる 關 係に ある。 無 醐心 4 
いふ事は歷史並に生活から遊*することである。创造のために勞働し* *1: 會革命のために動か 

ないで よから ぅか、 否 吾々 は 人間で あ 0 •生きた 人間で あり •たと へ 乏しき にせよ 皤史 

の創造に吾人の貢献をさゝげる事を欲する。 吾々 社 會黨 M は 商人 的 乃至 ジョ リッ チ的改 

良 主義の 沈 漕 期は 別と して •新しき 伊太利の 生々 とした 力を 代表す る 吾人は 戰爭を 欲す 

る 0 」(土方民「 7 アタシズム」三0頁) 

爾来 ムッソ リ=丨とそのー黨は*猛烈な參戰運動を起し.その運動は全ィタ9ャに波及し 
て •つ ひに 政府は 嫌合國 側と 有名な ロンドン 協約を 結び (|九一五*四*ニ六) /1: 月三日には早や獨 
填ニ國との同盟»係の斷絕宜言を行ひ*更に五月廿四日には愈々填洪國に對して宣戰を布吿し 

五 



た。 この間 5論は勿論參戰と非戰の兩端に分れた。ぃふ迄もな<社會黨は當然に非戰諭を« 
へ •敢然と して 參戰 論に 肉薄した ので あつた 。にも拘らず イタ” ヤは然 かも 何故に、 獨填 側と 
の 豫ての 同盟を 破棄して 英條嫌 合 a 側に 味方した か。 そこには イタ リヤの 傳統的 精神が 强 <K 
いたから である 0 

0 •人 n M s と #^地 « 題三 1- 1萬平方キ11の面積を有するイタリヤには、耕地として三 
千 三百 H 1ヵー、卽ち全面積0四分の三を有つてゐる〇併しこの耕地から收播する主食箱(小麥) 
は •わ づかに 北方 地方に 限られ •從 つ て全國 からの 麥© 産額は 五 千离 クイン タル 內外 である。 
伊國民 一年間に 要する 麥の < は 六 千 五 百离 乃至 七 千 萬 クイン タルと 稱せ られ るから •到底 自給 
自足とぃふわけには行かなぃ。1方イタ9ヤの人ロは抚に述べた如くに、ー平方キ1!に百三十 
四人とぃふ素晴らしぃ密度を示してゐる。凡そ全世界に於て國土の狹小に引替へて*人ロ過剩 
に 惱む ものは •恐らく 日本と イタ 9 ヤで あらぅ 0 

國土の 狭小 •人口の 過 剩丨 これが 解決の 方途には 限 0 が ある“ 第一には 廣大 なる A く 

とも過剩人ロ.を版けるだけの I 植民地獲得-第ニには阈內に於ける農エ |!| の改良進步を1 
する 事に ょる 貧 箱 問題の 解決 •第三には 人口 制限 換言すれば 產兒 であらぅ 〇 是等の 中 第 



ニの 方法は 最も 可能性を 存 する だら うけれ ども、 永 嫌 性に 乏しい。 第三の 方法は 可能性は あ 0 
得る だら うけれ ども •危餘 率が 强く伴 ふ。 さう かと 言つ て 第一の 方法 も 又 困難と 危除の _ す 
る ものである 0 

ィタ リヤ は筢 えず 大いに 海外 移民を 獎勵 して、 その 數は 年々 平均 三十 萬に 達して ゐ る。 けれ 
ども 尙年々 二十 萬の 人口が 增加 しつ、 あると いふ。 食糂を 始めと して 工業 原料の 資源に も 乏し. 
い ィタ リヤは •如何にして この 重大問題を 解決 せんとす るか？ 

國 民經濟 的に その 土地 資源に 於て 甚だしく 惠 まれず* その上 人口 過剩 -食糂 品 缺乏に 悩みつ' 
ゝも、海外 || 展の途は塞がれてゐるィタリヤに取 0 て -»± 、先づ第一に植民地の獲得と過剩人11: 
の 移民と が •最大 急務で なければ ならぬ。 去る 歐洲 大戰の 開始に 際して ィタ リヤが 聯合 國側に 
姐した のは •實に アドリヤチツク海に於ける制海權や，その沿岸地方に於ける植民地獲得に關 
して • a ン ドン 條約が 有利に 締結され た爲で ある。 それは 棰 めて 自然な 歸 結と 言 はれ 得る であ. 
ら 50 

五 •インタ— ナシ a ナリ 又ム< の 反動 ィタ 9 ヤ軍は 參戰後 可な o 目 醒しい 活躍を 爲した 0 
ディアス 將軍の 報吿 する 所に 從へば •ィタ リヤ 軍は 「世界 最强の I たる 軍 除を 擊滅 した」 ので. 



八 

ある。 而 して その 大戰に 際して 拂つた 犧 牲は •聯合 «倒各鼸のそれに比して、實に大なるも9 
であ 0 た0卽ちィ夕リャ軍の死亡者は六〇离*重供者は一〇0萬而して永久の不具となつた者 
は ニニ 萬と 稱 されて ゐる 。それに も拘ら ずべ ル サィ， 一平 和條 約は、 決して 參戰に 際して 爲した 
B ンド) 條約に 記された 如くには •ィタ リャの 爲に 有利には 締結し 得な かつた。 それは 輕ぅじ 
て トリ エ スト •ツ レント、 フユ 1メ、ツアラをィタリヤに解放し-ー方には幾年を重ねる仇敵 
オーストリャ帝國の沒落を見るにすぎなかつた。 

社會主義者の1群はこ0平和條約の結果を見て、得たり賢しとばか〇戰前に於ける金戰論者 
を 悪罵 •嘲笑し、 この 嫌を 逸せず 民衆の 煤 動を 敢行した 。この 時に 當つて 社 t は 一九 一九 年 
十一月 十六 日の 雄 選舉に 於て •一 * 百 五十人の 議員と* 百 八十 四 萬 五 百 九十 三 票を 獲得して 終. 
つた。彼等はこ、に於て正に有產黨に對する第ニ黨たる大勢ヵとなつたのである。この大成功 
は 彼等を して 無暗と 有頂天に ft 舞せ しめた。 

一九 一九 年 十二月 一日 第二 十五 議會が 開かれ* H 王は 時の 情勢に 顧みて 社 # 施設に 關す る大 
計畫を實現すると共に、一方には自由主義制度を確保せんとする法案の審議を要求せられた。 
然るに 有頂天に 足の |を失 0 た如き社會<<0{は、公然革命及びその後の社#に就-いて諭雄 



し •國 王が 勅語を 携 へて 議場に 曲 御 せらる i や、 彼等は 一齊に 講場を 退出し •王が 退席 せらる 
1を見るや、革命歌を髙唱して議場に雲崩入る等 » 全く非8民的狂態を演出したのである。か 
V る 示威運動は 國家 主義者を して 著しく 憤 嫌せ しめる に 至 P， 悪 1T 囑笑 さては K 打の 沙汰と 
なつて •これょ 0 以後に 於け る 議場は a 舞騷擾 の 巷と 化して 、何人も之を禁じ得なかつたと 
いふ 0 . 

六、政麻の鐮カか、る狀勢に際して反社會黨を料合し*こゝに內閣を組«したのがー|ツチ 
である 。併し乍ら 旣に全 M 的に 撚ぇ禳 がつ た 火焰は •如何に 大聲叱 呼し 乍ら 消防 手を 勵 ますと 
も ►到底 力及ばずして -I ッチ 内閣は 翌一九 二 0 年 三月、 一度は 可な P 大規模の 內閣 改造を 斷行 
しては 見た もの \同年六月には遂に無爲無策の « 笑を殘して內閣は瓦解して了つた。1九1 
四 年 以来 數年間 は •政治的 權 ヵ围內 から 速く！！ れてゐ た 老政治家 ジ ョ リッチが •國民 派と 社 會 
黨とを提携せしめて登場した*多大の期待を背負つて聯立內»は姐織したもの0、混 «1 其の極 
點に 達した 國內を 料理すべく •之れ 亦餘 o にも 手の 出し 樣が なかつ た。 民衆は 今や 政府の 所爲 
に 期待す る ことを 中止した U そして 彼等 自身の 直接行動の 上に •各々 その 生活を 維持すべく 企 
圔した C 何故 なれば 武動に 輝いて 凱旋した 兵士 も • i 般勞働 者 t •求 むれ ど 職な く •從 つ て 人 



間と して 否 生物と して— 一本 能— す 事％ 不可能 だつ たか—, 凡そ 生けと し 生ける も 
のに 取つ て、 本能の 然求 ほど 强* ものは ない •マリオ. マリア 一一は 言つ た 0 「 j 九 一九 年から 一一 Q 
年は阈内に混亂と困惑* |3 望狀態が創造せら.れ*大部分の人民は此困苦から通れるためには、 
如何なる 解決で も f で 受取つ たで t ぅ。 pf 個人と 同樣 不安 狀 態が 引 f f もく 
悲 |> の綵疑惑と苦痛の間におかれるならば*之等を永久に終炮するたかには*ょり悪い事を 
も歡迎するで|例へば血醒い打擊*ビストル1射をも歡迎するで|」かくて國 
內は 全く 第 命的狀 態に 陷 0、エ場は職エにょり*土地は裹民にょ 〇 て各占領された，國內の足 
亂 丨 政府の 無力 ー 危急 イタ リャは 何處に 進み 行く であち ぅ 0 
七* 7 アツ シ |||の出现 一九 一九 年 三月 二十 三日 ミラノの 一 小屋には、 固き ® 悟を 決めた i 
十 人 程の 人々 が秘 々と 集合した。 屋外には 數千 の團 M が 得意の 顏面と 聲髙ら かに 「か ーニン 萬 
歲 J を 絕 叫して 示威運動に 餘念が なかつ た® これ こそ 當時 イタ リャ に 於て 狂態の 限 ¢ 5: ¢ した 
社 會黨員 S 團 であつ た。 さ 5 千 Qi に 比して？ と 集 ひ 合つ た？ 人 © 人々 は— 
何の 爲め であつ たか f それは 今を？ く イタ リャ • 7 アッ シズ < QS 磨 •世界を 風# しつ、 
—フ アッ シズ ム發祥 Q 會合 であつ たので—。 而 して この 會 合の 首領— 今 全世界に 氣を比 



きつ、 ある ムッソ リ u 1 その 人で あるが •彼は 甞つて 「フ アッ シズ ムは 私の 心 胸のぅ ちから 生 
れ た。 そして 一九 一九 年 三月 ミラノの 小 ^ 堂に おける 集 # のぅちに 生れた 。否 我々 地中海 アリ 
アン民族の深速にして永逮なる要求のぅ_ちに生れた」と言つた。さてこの第一回の會合に於て 
示された 柵領は次の如诱ものでぁった。 

(1) すべての 靑年 男女に 對 して 平等なる 權 利を 認める 普通 選舉 

(2) 婦人の 選舉 資格 
⑶ 元老院の 廢止 

(4) 國體 決定の 爲の 集合の 召集 、 

(5) 同 有事 業の 勞働 者に ょる 管理 

(6) 勞勸者の產業 0 技術的管理に關する參與 

(7) 國民軍 の 組織 

(8) 武器並に火藥エ場の » 有化 

(9) 富の沒牧的性質 |: 有する累進特卵稅の赋 » 

(10) すべての 宗敎 國 級の 財產沒 牧 



(11) 戰時 利得の 八 割 五分 0 沒敉 

同年 十一月 十六 日を 期して 総 選 * が 決行され た。 ミラノに 於ての 結果は* ムツ ゾリ 一一. .はわ 
づか 四千 票を 獲得す るに 通ぎ*^ つ たのに 對し •社 會黨は I 萬 八 千 票を# 得した 0全«的には 
社會黨は*從來の五十名の議席 5: 有するに過ぎなかつたのに* I 舉 百 五十六の 議席を 獲得し 
た。 ファ ツシ ストは 數名の 候補者を 立てた に 不拘 • J 人も當 選し 得ない ところの 悲運に おかれ 
た。 

翌 一九二 〇 年 十月 三十 一日ょ 0 十一月 七日に 至を 地方 選 * に 於ても •社 f の 進出は 目醒 t 
しぃも0がぁつた0それがためにニ十六«並にニ千百六十ニ町村に於ては、行政樓が中曲黨ょ 
り 社 會黨の 手に 移された J か、 る 大勢を 看取した 反動的 有產 者は •この 地方議 會 の 赤化に 非常 
なる 恐 ff て一齊 £擊 の 矢 I つた。 更に 一九二 一— 十五 日 に簾舉 が 行 はれた。 
そしてそ0結果に於てファツシストは三十名の議席を得たに對して*社會黨は百ニ十三名 |: 灌 
得した 0 

1九ニニ年八月一日に全 » 鐵道從業員の雇翥が勃«した。ファツシスト義思軍は時 |: 移さず 

33|8して之 |: 破 0 た。次いで市 » 戰がミラノ、ボ||*ャ*バリ*パルマ其他の 8 市で行はれ 



た.-そのために起つた嫌道の破壤、交通の杜絕.嫿女チの死亡、物資の酜乏等全國は實.に混亂 
狀態に 陷つ た。 しかし 時の ファクタ 內 閣 は 之を 如 御と も爲し 得な かつた。 A ッソリ =丨 は 此の 
様を 見て フ ァクタ內閣に向つて、「議會の速時解散を断行せょ、然らずんば內閣を總供殲せょ」 
と 迫つ た 0ファクタはその双方共之を拒絕した*その後十月に入 0 てムツソリ_1-の配下黑シ 
ャッッ味が全國め小»市を占領し* 0 丨マ附近にゐた1が首 8 "丨マに進擊せんとする形勢 
を兒る や •流石の ファクタ も 時の 沫れに 杭す るの 不可能なる を * o て •內閣 を なげ 出して 終つ 
た。 かくて 十月 三十日 ムッソ リ= 丨は 電報に ょつ て 姐 g の 大命を 拜受し •此 に 世界！^ のフ T 
ッシズムにょる政治が創建せられる事となつたのである。 

第 |ー筘 ファッジ ズムと 歐洲 大陸 

r スべ インの フア ツシ 3 <IKt 一九二 三年 九月將 軍 ブリモ •デ •リベラは、 自己に 屬 する 部 
下の 軍隊を 急據鐮 動員した。 その 目的は 一舉に 政府を 打倒して •同將 軍獨 裁の 政府を 建設す る 
にあつ たので ある 。併し それには 次の 如き 深い 事情が 存し てゐ たので ある。 

歐洲地1|を » 从する時に、何人4ョー”ッパ大陸の西南端ィべ9ャ半島の中に、その昔海外に 



雉 飛 活蹭 した 所の スべイン國と、ジブラルタル海峡 |: 隔て>、その » 岸にモ&ッ0なる1小«を 
發見ずるであらぅ。今此處ではこの兩國の歷史的關係を說述ずる餘裕を有たないが、併し地圖 
を 一見した 所に ょつ て 4 •スペインに 取つ てモ R ッ n なる 一小國 が* 實に 重耍 なる »供 1: 有す 
る だら ぅ 事は 理解せられ る 0 然り モ B ッ n 問題は 最近に 至つ て •特に スペインに 悝 みの 種子を 蒔 
いて ゐる ので ある。 それは 一九 世紀 以來 フランス •イタ リヤ 迄が 此の 問題に 關係 をつ けて 來た 
からで ある 0 しかも 最近では アメリカ 迄が おせつ かいを する に 至つ たので あるから •その 苦惱 
や 思 ふべ しで ある。 かくて スべ インに 取つ ては 如何なる 努力を 支拂 つ て も •この モ P ッ コ なる 
1小國を自己の保護下におく必耍がある。然らざればフランスは得たり » しと、直ちにこゝを 
ば 占領す るに 違 ひない。 かくて 腹背に 敵を もつ 事は スペインの 到底 塔え 得られざる 所で ある。 
それ故に歷代のスぺイン政府は苦しき財政の中から*常に苴額の箪事費 |: 支出してモ,,ッコ时 
伐軍の派遺を怠らなか 0 た0 

驚くべし。 かく も 政府と 國民 とが 永き 年月 巨 期の 軍費を 支出し •忠 男愛國 の 軍人ょ と 親み し 
にも 不拘 •その 滿控の 信 親を かけられた 害の 軍人は •資 はモ a ッ n 时 伐に 血税を 以てする ので 
はなくて、モダ|ンカルメン等と戀を語つて、甘き夢を結んで&たのであつた。國民の怒りは極 



度に達した。責任ある將軍數百名は捕へられて要塞に灌禁された0 

更に « くべき事實がある。軍人が出征すべくして队征せず*モダーンヵルメン等と甘き夢路 
に 戀通 はせ てゐた 裏には •巨額の 武器 や！ 3^を外國から買人れながら*實 |4- それが軍除の手に 
渡らずして、發砲する以前に、早くも煙と消ぇて姿は見るべくもなかつたのである。奇怪丨 
奇怪！ それは ー體 どぅした 事 か。 そこには 國民に 對 する 資任は 一切 軍人に 瘠せながら* 知ら 
ぬ 顏の半 兵 術を 決め込んだ •ずるい 吸血 否 吸 揮 鬼が ゐたの である。 何人 T それは 何處 の國に 
も慢る 私腹 肥やしの 悪政 治 家で ある。 

成る 程モ a ッ コ討伐に » する不敗の資任.その1半は軍人にも存する0併しそれは軍人の全 
部では勿論なか 0 た。又軍人が斯くの如き狀«におかれたは*全く類腹»朽せる惡政治家の爲 
である*斯ぅその原因が明かにな 0 て來ると、名を惜しむところの軍人は承知しない0する堪 
忍は 誰もす る、 ならぬ 塔 忍 袋の 鍺が 切られた 0である〇これ卽ち冒頭に記したプリモ.デ.リべ. 
ラ將 軍の 武力 獨 裁へ 突き進む に 至つ たわけな ので ある。 

かくて 一度 武力 獨裁の 政治を 現出す る や、 獨裁 官ブ 9 モ •デ. 9 ベラは その 始めはょ く國 民の 
奠 望を 荷 負 ふて 之を 成した けれど％、 惜しい かな 彼は 固ょり 政治家では なかつ た' 遂に 財政 問 

一 五 



一六 

埋に逢潸するに及んで、六年間の獨裁官たる地位 5: 投げ出して-末は何處外國へと落ち逃れて 
しまつた a 其 後 迂餘嫌 tfljr H 内には 斑の如き共和政治の要求が渦き流れた。そして誇り多き 
プル ボン 尜. 甞つ € はマリ！アントアネットの迹時に繁榮の極みを金したブルボン家も、ア 
ルフォンゾ十三世陛下を最後として、1九三1年哀れなる最後を嫌して*王家沒落の夜途を1. 
路パリ に 蒙殤せ られ たので あつた。 

かくて 慌 しき 年月の 流れの 間に-王政より 獨裁 政治へ •獨裁 制より 共和制へ と變 つた スべィ 
ンは*今や貴埃階級に奉仕し績けた封建的社會から眈出して.こ、に康く近代的な資本主義肚 
舍を 作 出し. 階級の 不平等を 擻设 して •四民の 平等と 自 出を獲得钃歌するに至つたのである0. 

II. ポ—ラ ン ドの 獨裁 政洽 一九二 四年ボ ー ランドには 不可抗力に よる 大 問題が 惹起した。 
異常な 農作物の 不作 卽ち 之れ である。 それが ために 當然 農村の 大 窮乏を 招来して •ポー ランド 
の 財政は 極度の 困難 狀態に 啗 つた。 そこで 當時の 政 權を掌 つた グラブ スキ ー 內閣は • ^jE « 値 
0下落を救はんがために金融涉干政策を決行したけれど4、救濟の曙光だに見る態はずして、逖 
に 內閣は 瓦解して 了つ た C 次いで スタ ル チン スキ— 內 2^ー九ニ五年九月忙成立して*專ら財 
政 立直しの 目的の 下に 緊縮政策を取り*そ0ーとして|^||^ 0 «|1 減を爲し，そ0ニとして國有 



鐵道の 人員淘 ば ?: 敢行 せんとした 0ところが時恰も對霣關係の遍迫と、失業問題の立場とから、 
軍部と 一般大衆から 非常なる 反 對攻擊 を 受け •爲に 社 # 黨出身 開 僚の 辭皸 問題と なり •遂に ス 
クルチンスキー內閣は、瓦解の運命をたどる有様とな 0 た0次いで起 0 たのが前内閣の右 * 派 
に對して、中央派聯合になるヴィトス內閣であ 0 た0 
議會 政治 Q 無力な Q と 政 S 薄 fir 苦心 番 S 句 折角獨 立した ば. ^ Q 新興 ポ丨 ラン 
ド*その將來の發展と安全 <!: を確保するためには*餘りに憂を催さぐるを得なか 0 た雾人±* 
單なる憤慨のみには止らなかつた。それに加へてヴィトス內閣はその成立に際して*その苺港 
0 薄弱なると铒敗內閣だとの理由で、揮劾したビルスプキーに對して，壓迟し來た 0 たので* 
この 機に乗じて 軍部の I 團 は ( S ' ちに ビル スヴキ 一 を 先頭に 立て V 、 途 に 首 餌 ヮル ソ曹 への 進軍 
を 開始した ので あつた 。かくて 三日間に 苴る 市街 戰が 首都 ヮルソ 111 展開せられ た 〇 大統領 ゥ 
オィシ H n ウス キ 一 i •首相 ヴィ トスとは •逃亡して ビル スプキ ー の 軍は こ、 に 完全に ヮルソ 
丨を 占領し •軍事的 獨 裁へ S が 打開され たので—。 併し 政 權獨裁 化への 原因には 他に も 重 
要なる問題 5: 芬してゐる0 

ボ 1ランドにはその全人ロ -0 三分の|に相當する異民族がある0そ0中ウクラィナ族と獨逸 



民族とは、 常に ボ ーランドにと 0 て01大播礁としての存在である0累代の政府は心总0なく 
乏等民挨の懊柔策に出るけれども.失敗 |: »返して却 0 てゥクラィナ民隹の*反ポーランド運 
勤を激成せしめるの結果に立到 0 た*'それ故にボーランド政府は1九三〇年の後半から*對ゥ 
クラィナ政策を一變して*嚴然威屋政策を以つてのぞんだ。か1る態度は著しく政權の强化と 
» 裁 化への 導因と なつた 0 である。 又對 露關 係は 常に 惡化の 狀 怒に おかれて ゐる 。これは 抚に 
旛史的に除き難い運命にあるのであるが、最近の^^は特に對露 « 係に於て » シャの軍事的丨 
經濟的挂設の金展に伴ひ*益々その度を尖銳化し 0 ゝあるのである。 

この如き對外的、そしてそれは又同時に國內的情勢の急迫は、當然軍事豫算の緊縮を極度に拒 
否す るに 到らざる を 得ない 。殊に ビル スブキ ー 政府に とつて さぅ でなければ ならぬ 。かくの 如く 
して ポ ーランドに於ては*政權の獨栽化としてのフアショ化は益々强化しつゝあるのである。 

その他 今や 中央 m — 0 ツバには、 幾多の 國 々が フ T ツシズ A 化 傾向を 示して ゐる 〇 ギリシャ、 
T ルバ ニャ •ポルトガル* ブル ガリ ャ • ユー ゴ 1 •スラ ビヤ* オ ー スト リャ * チ H ツ n •ス a パ 
キア 等 音 さぅ である。 殊に その 最も 强烈に 動いて ゐる のが ドィツで ある。 英怫に 4 その 動きが 
ほのかに見ぇてゐる0である〇がこ>ではこの位に止めてお<こととする* 



第 fll e 全世界に 及ぶ フ ァッ シズ ムの 影 * 

I， フ アツ シ m 南米に 費ぶ 由来 南米は 周知の 如く 十一 ケ 國 0 存在を以て成 0 てゐる0日く 
H ク アド ル、 n a ンビヤ * ベネ ズ H ラ、 ギアナ •ベル— •ブラジル •ボリ ビヤ、 チリ ー f T ル 
ゼン チ 夕、 パラグァイ* ウルグァイ 卽ち 是れで ある。 是等の 中 n a ンビヤ •ベネ ズ H ラ、 ギァ 
ナ 及び ウルグァイの W H を 除いては •わ づか此 處一兩 年の 間に 皆 政治的 ファ シヨ f を 摊き起 
してゐ る。 不平 か f 沫行か T そ 4 野望 か？ 

第一に 先陣を 預 つ たのは ボ 9ビヤである〇同_は豫てょ0共和制 |: 以て高原地方に存在して 
ゐた 。然るに 大統領 H ルナン ド •シ丨 レスは •共和 S 法の 存在を 無視して •その 獨 栽の 下に 
同國を支配してゐた01九三0年の夏_民の不平は遂に炸裂した0そしてわづか|遇間の_爭 
の 後には 新 政府％ 街 蒼れ た。 S 後 QHS 勿 I 5 i 翥 つたが •本年 Q 正月が 
訪づれると同時に新憲法が«定され、これにょる新大統領も選舉されて商く新政の緒に就いた0 
« いて 一九 三 0年八月にはぺル1、同年秋にはァルゼンチン*十月には珈珠の國ブラジル、越 
先て •一九 三！ 年 十一月には チ ¢1 の 硝石に 火が ついた 。次いで 赤道 直下は H クァ ドル •更に 



uo 

パラグアィへ と 暑い 國に熱 火が 燃ぇ 上つ た。 而し て是等 七ヶ國 に 起つ た 革命の 首領が 何れも そ 
ろひもそろつて軍人であり、その望む所は立憲制であることは注意すべき所であらぅ。 

一 1 、東洋の 天地 動季 東洋 T R 本 •そして 黃色 人種 •歐米 人の 頭には 槪 して かぅ 響く と 
いふ 事で ある。 まことに 然か ある 事で あらぅ。 東洋の 天地は 廣い 。國の 數も少 くは ない。 二十 
指を 以て 屈せられる 程 ある。 

東洋？ 日本 そして 黄色人種 •一面から 考へ ると 實に 我々 日本人は 誇らしい。 肩身が 廣い。 
併し 反面を 思 ふと まことに 情ない 。何故か* それは 指を 屈する 二十の 國々 は あつても •眞 に獨 
立して歐米白人に對抗し得る » がないからだ。それどころではない、殆んど大部分が白人の支 
配下にあるからだ。否切齒し又腕を扼しつ、も、彼等の支配下に瓶さねばならぬ狀態におかれ 
てゐ るからで ある。 併し乍ら 不當な 支 K の 永く 供くべき 道理がない 0 

1 九 三 0年一月一日*葉末にはまだ水晶の玉が光 0 てゐる朝まだき*萬雷の如きひ>きがけ 
たたましく靜かなる空氣を破 0 た〇こはこれ印度の聖雄ガンデーが、第四十四回國民 # 議の席 
上に於て提出した、完全獨立「ブールナ*ス !7 ラデ」に對する民衆の母國萬歲0雄叫ぴであつ 
たの だ。 a ぇて ニ 十六 日 © 獨立 記念には 次の 如き 宣言が •國 民會議 執行委員 # に 依つ て發 表せ 



られ た。 日く， 

「印 度 民族は 他の 總ての 民 埃と 同じく、 自らの 自出 を 確保し、 自らの 勞働の 成果を 牧受 し. 自 
らの生活の資料を獾得して、自らの民族的發展を遂ぐべき不可讓的權利を保有してゐる。從 0 て 
もし 政府に して 斯くの 如き 人民の 生活 權を奪 ひ、 彼等を 不當に 壓 迫し 迫害す る 場合には、 人民は 
この 政府を 變更 し、 若く は 嵌 止す るの 權利を 有する。 印度に 於け る英國 政府は、 單に 印度人の 自 
由を 奪へ るの みならず •その 基礎を 民衆の 搾取の 上に 置き •經濟 的に も 政治的に も、 文化的に 
も* 精神的に も. 多年 印度を 荒廢 せしめ 來 たつた ものである。 かくて 我等は 印度に 對 する 英國 
の 繫縛を 切斷し •ブー ルナ •スワ ラ デを 獲得せ ざれば 已ま ざる ものである 。我等は 國 土を かく 
の如く悲慘ならしめた政治を、これ以上存績せしむることは、人と神とに對する罪惡なりと信ず 
る) 然も 我等は 我等の 自由を 獲得す るた めの、 最も 效果 ある 手段と して、 決して 暴力に 出るべき 
でない ことを 認める。 故に 我等は 一切の 奉仕 的 服務を 英國 政府ょり 撤回し、 納税 拒否を 含む 非 
暴力 的 反抗の ために 準備 せんとす る ものである 。我等は 若し 我等が 暴力を 行使せ ずして、 英國政 
府に對 する 一切の $1 力を 拒否し* 納税を 停止す る ことに 成功す るなら ば、 かくの 如き 非 人道的 
なる政治は、必ずや終焉を吿げるであらぅことを確信する。故に我等は國民畲議がプールナ-ス 

ニ 一 



7ラデ建設のために決定した、逐1の方針を遂行すること 5: 、玆に**に決議するものでぁるど 
かくてガンデーは次の如き九ヶ條の條件附平和的商譁の開催せられん事を、政府に對して興 
隶したのでぁる。時はこれ三月ニ日の事でぁつた0 
⑴酒 類の 禁止 

(2) 地租の 半減 

(3) 鹽稅の 鼓 止 
⑷軍 事 * の 半減 

(6) 高級宮 吏© 侓級 半減 

(6) 凡ての 政治犯 人の釋 放 

(7) 政治的 檢舉の 廢止 

(8) ® 動的 集 八 暴 止條 例の 嫩去 

(9) 國外追放者の歸蜗許可 

併し乍ら 斯る 9 求は到底容れられる答なくして直ちに拒絕された。そこでガンデ|は彼 » 特 
の反抗運動 |: まき起し，食鹽の^|<法を葬0去れ*全國エ業諸 # 社©ストラィキ*完全なる英 




貨の ボィコット 、租税の 不納 •官公 著- 學校 、法廷 等に 勤務す る 印度人への 辭联 勸吿 等、 凡そ 
彼等に して 可能なる 非 暴力 的 反抗を 決行した ので ある* それが 爲 に ガン デーを 始め 其 指導 的 地 
位に あった 者は 勿論 •九ヶ 月間に 捕 へられた 者は 七 萬の 多き に 及び* K 打 又は 銃殺の 厄に 供牲 
となっ た 者は* 數千 人の 多き に 達した とい ふ。 けれども 眞に心 の 內 から 金す る 叫びで あるから 
には、 外からの 揮 壓 にょつ ては 到底 納まるべく もない 。印度 民衆の 反抗は 益々 强烈 ならん とし 
たので、 遂に 政府は ガン デ ー を 出獄 させ • 0 ンドンに第ニ次肫卓會議を開いて事を納めょぅと 
した。 而し てこの# 議は 一九 三 一年の 秋から 始めて 年末迄 績 いた。 ガン デーの 要求は 又もや 容 
れられ なかった。 會議の 最終日、 彼は 左の 如き演 說を硗 して 歸國の 途に 着いて 終った。 

「この # 第が失敗に終つたことは、余としては何等の遺城とする所がない。けれども余の慝命 
とする 所の ものは •この 會議 の結果がやがて印度に來らんとする怖るべき禪足政策となつて、 
現れは せぬ かとい ふこと である。 余は 好意的* 樂觀的 怒 度に 於て 英國と 協力し •以て 印度 問埋 
を滿足に解決せんとしヤ渡 .^ したのであるが1今やその努カは徒勞に歸し、惡が善を征服する 
結果となつた。それ故に余は印度忙於て如何に英國の飛行機が空をとび、タンクが道を走らぅ 
とも •また 如何に 檐明 鉄が活動しょぅとも，霣值の印度人に不雇從運動開始指令を«せざる |: 



得ない 。而 して 印度人は 少年 f 靑年 も*老人％.亦婦人も母國 0 自由のため5軎んで投 ^ 
を も •鈇 殺を も* 死刑を も •そして 笞刑を も歡迎 する であらぅ 0 」 

彼が 昨年の 暮も おしつまつ た 二十 八日 •ボンベィに 上陸した 時には、 旣に 彼の 浪說 した 通 0 
印度に 於て は •不服 從運 動が 正に 起らん として ゐた > I 九 三 ニ 年と いへ ば 本年で あるが， その 
第三 回. 獨立 記念日 前 ニ 十日 間に 於て、 宵 憲の ために 捕 へられた ものは 無慮 數萬に 達し •有罪の 
宣吿を受けたもののみでも*七千人の多きに及んだといふ事である0併しといふ言_が後から 
出て くる。 全 印度 K 民の 覺醒に ょる 國民 解放の 運動は •かくて 終熄す るで あらぅ か •否 印度 民 
族獨 立と いふ 朗らかな* をす るのは •最早 や 時の 問題と なつて ゐ る。 

一九 三 o 年 二月 マ-一 ラ 市の グランド .オペラ 二 ウスには •次の 如き 熱聲 の絕 叫が 繰 返され 
た， . 

「米国は 米國 自身の 獨立 宣言の 主旨 •及 ぴ米阈 憲法の 精神に 自ら 叛く ことは 出来ない 。從つ 
て 比島 民の 獨立 要求を 無視す る 事は 出来ない OJ 
「今や民埃自決主義は世界を席褸してゐる)比島の獨立要求もまた當然である。」 
「比島民は外國の支配下に成功するょりは*自ら0政治的自由の下で失坎した方が、尚 .& つょ 



り 多くの 利益を 受 くべき 狀態 にある , 0 I 

「世界 政治の 舞 塞は 今や 太平洋に 移動した 。故に 比島を- 獨立 せし むる ことは* 危險 であると 
主張する者1ゐるが*比島ょ 0* も政治的に不準備なる國民さへ近年獨立して、その體面を維持 
しつ、 ある 實狀を 何と 見る か ー 。」 

「比島 獨立 大會 0目的はニつある。一は比岛の獨立耍求を强調することであり、こは啻に獨立 
を 獲得 せんが 爲の みならず、 その 獨立を 維持 せんがた めに •比島の 凡ゆる 勢力と 分子との 組 雄 
を 促進す る ことで ある 0.1 

右は I 九 三 〇 年 二月 ニ 十三 日 フィリッピ ン獨 立大會 開催の 際に 於け る、 各 代表の 絕叫 であつ 
たのである。而して之に先立つて米本圃に於ては*旣に比島獨立問題が議會に於て討議されつ 
、あつた 。そして 米 H 上院 領土 委員 # は、 比島 獨立に 關 して 四 箇の決 議案を 提示した“ 卽ち次 
の 如し U 

⑴ キング案比岛獨立案通過後十八ヶ月以內に同島を獨立せしむべし。 

S ビン ガム 案 米 人 八 名から 成る 會議を 一九 三 〇 年 九月 十五 日 マー 一 ラに 開き •比島の 將來 
に關 する 硏究報 吿を米 國議# に 提出せ しめょ。 



(3) ブル ツサ ー ド 案 比島の 米 《に 移入すべき 砂糖は 平 額 五十 萬噸 を 越えざる こと。 

(4) ヴァン デル グ案 比島は 無關稅 の 米國 市場がなくても* 經濟 的に 獨 立し 得る か 否かの 能 
力を 試驗 する ため •ある 一定期間 だけ 比島に 關税 自主 權を與 ふべ し。 

比島 民は 何を おいても、 先づ 比島の 獨立權 を 認めよ と 肉迫し •この 米 _ 議會に 派遣され て* 
た ギル •は 「比島 一千 三百 萬の 島 住民は •獨立 を 希望す る ことこ、 に 數 世紀 (笨者 註— 比島は} 
八 九 八 年の 米 西 戰爭に より 米領 となつ たもので あるが •比島® 立の 運動は 旣に 早く スべ ィン 領 
の 時代、 卽ち數 世紀 以前から 存在した ものである) 米國は 公平 正義に 立脚して、 宜しく 比島 民 
に對 する 公約を 履行し •比島 民の 熱望を 寘現 せしめ •米國 自身が 血を 以て 範を 示した 獨立 自由 
を •比島 民に も附與 すべきで ある 0 」と 論破した。 、 

かくて 嫌 多の まは o みちをした 後 •米國 下院では 三百 六 票對 四十 七 票の •實に 壓倒的 大多數 
の 同意に よつ て •フィ V ツビ ン岛獨 立法 案は 通過した 。けれども 未だ 後に 殘 された 問題が あ 
る0それは米 « 國務長官の<^8問埋と*も1 0 は折角下院は通過しては見たもの、*果して上 
院が 文句な しに 之を 通遢 させる か 否と いふ 事で ある。 筆者 《印度獨立運動の最後に於て「併し」 
といふ語を用ゐたが*こゝに4それと同様「併し？」と揷入する事を找てする0 



東洋の天地に漲る風雲は，更にトル 3 、ぺルシヤ、ァラビヤに及び、庖接我國と重大關係 «: 
有する ものと して滿 洲 問題が ある 。それどころで -»± ない0我等の帝國日本自身に於て*現實に 
前途多事なる雲行の滅が低迷してゐる。けれども之等に 〇 いては今此に述ぺるょ0も今暫ら 
くの 經過 を觀 取した 後に する 事が •ょり 明瞭と なり •ょり 正確さを 傅へ 得られる と 信ずる が 故 
に 割愛 靜觀 する ことと する U 

I 言 注意を 要する ことは、 南米に 於け る 政治 上の 變 革は、 すべて 立憲政治への もので あつて、 
政治 形態 そのものは 所謂 フ ァツ シズ ムに從 ふ ものでは ない ことで ある。 併し か、 る變 革の 機 ^ 
は當にファツシズムの影響にょつたものである。又印比の兩獨立運動も決してファツシズムそ 
0 ものでは ない。 けれども ファ ツシ ズムを 明解す るには か、 る ものと 比較す る 時に •一麼 效果 
ある ものと 考 へて、 わざと こ i に 引述 した 次第で ある。 誤解な き 事を 切望す る 所以で ある。 



o 



第二 章 ファッ シズ ムの 運動 

第 |錐鼻祖ムツソリ|||の運動 

I , フア ツシ |<ムの起瀑「ファッシズムは私の心胸のぅちから生れた0そして1九|九年 
三月ミラノの小會堂における集 # のぅちから主れた。否我々地中海ァリァン民族の深速にして 
永遠なる要求のぅちから生れた0」 

ベニ ト— •ムツ ソ 9 二 丨が 嘗つ て かぅ m つた 樣 に， ファ ツシ ズムは 一九 一九 年 三月 二十 三日 
ィタリャはミラノの1小屋に於て*疑ひもなく1代の英雄兒ムッソリ||丨にょつて誔生したの 
さて この フ ァツ シズ ムの 誔生にょ 0 て爲さんとする，ムツソリ|11の目的は何でぁる 
か？ それは 結局に 於て は 政 檨の掌 提で ぁり •獨 栽强 力なる 政治の 遂行では ぁるけれ ども •ム 
ッソリ - I — 承 初の 目榱は 第一には ィタ リャの 對外# 展でぁ 第二には 國 內共產 主義者の 排擊 
撰滅にぁ 0 たのでぁる。旣に述べた如<ィタ9ャはその國土の大さに比して、此處に住居する 
人間の 數が その 産業 經濟 にょつ ては •過剰の 狀想 (ム タソ 111 |: «れば食不足でゎ*が故 1- 、生め 



三 o 

ょ 钂 V ょと 值の _々で |1 產兒調 » で跚いてゐ £ .時 |- 、大い |- 增鳙獎 «| か1て 2> £ )にあるから*之を海 
外に 移民して 大いに 國カの 發展を 期し やうと いふので ある。 ムッ ソリ二 ーの 參戰 運動 及び ヴ H 
ル サイ ユ 平和 條約 後の 爱國 運動の！ は •實に その 根本を 此處に おいて ゐ る © である。 以下 こ© 
運動の 大要を 述べる であらう。 

今笨 者は 此處に 論語を 持ち出す わけでは ない が •大 « 人間は 歲 三十を 數へる 頃になる と •そ 
の 思想が 固まる ものであると 言 はれる が* 心理 學的 論證は 別と して 歷史 •傅 記 •そして 笨者の 
經驗で は 先づ 肯定し 得られる。 彼 ムッ ソリ 1 _丨も又この一般的經過を踏んだのである。彼は生 
れ乍らにして社會主義の洗趙を受けた。その後彼の生立ち*生活境遇は實に數奇樣々であつた 
けれども、丁度歐洲大戰勃金の頃*彼は三十ニ回目の春を迎へてゐた。生れ乍らにして社會主 
義の洗禮を受けた彼にも*生活境遇のそれの如く三十年の歲月には思想的に又樣々な影響のあ 
つた 事で あらう。 兎に角 歐洲 大戰の 開始を 契機と して、 彼に 愛國的 情熱が 血め 循環を 强 くした 
ので ある。 そして 1九1五年には動かし得ない決心が彼の進路を確定した0彼は*然起ち上 0 
た。 そして イタ リヤ 0 理想を 實 現し •その 地位を 確保 安定す るた めには I 日 も 早く イタ リヤは 
中立的應度を软破つて，獨塽俩に戰火を送るべきであると諭破した0その後の彼及びその！黨 



は 猛烈な# 戰運 動を 惹起し •日一日と 運動の 效果は 撰 大强 化されて 遂に 全國に 迄 波及した。 た 
めに政府もその決心を固めて、1九一五年四月廿六.日には聯合阈側との間に0ンドン條約を結 
び •五月 廿 四日には •到々 獨填 側に 對し て宣戰 を布吿 した。 政府が 未だ 宣戰 を 布吿 する ニ 旬 程 
前、 五月 | 日の ポポ* r * アイ タリャ (ム氏《刊のイタ，ャ 0 民新聞)は次の如く論じてゐる〇「國 
際 主義は 死した 。何と なれば 今日に 於て は國際 主義者は 少く とも ニつ ある。 一つは 侵略す る も 
0であり、他の一つは防禦する國民である〇均衡が回復せられ、正義が行はれるまで « 際主義 
は •最も 馬鹿々々 しい 氣狂 汰沙に 過ぎない 0 J 

かくて 一度 イタ リャの 參戰が 決定す ると* 彼は 單なる 一兵と して 戰線に 起ち 、勇 敢に戰 場を 
馳驅して實戰陣營內に於ける勇者としての名を爲した0ために身に負ふた創傷は實に四士一箇 
所に 及んだ とい ふ 事で ある。 かく も 目酲 ましい 勇 土は 一方に 於て は、 戰暇を 利用して は、 陣營 
內にあつて尙篆にロに反戰運動に對抗して*イタリャ國民の愛《心、戰爭熱を鼓吹した)殊に 
彼は身に四十ニ創を負ふて後方に送られ、病床にあつたときは彼1流のヵ筆をふるひ、ポポ*> 
•デイ タリャ を 通じて、 犬い に イタ 9 ャ人 最後の 爱國心 喚起に 努力した。 

皇帝は 次の 如き 勅語を 下し 給ぅた。 



「市民 諸君ょ •兵士 諸 f •凝？ 一つ Q 軍團 とな t 丨 I 

一九！ 八 年 十一 S .H イタ リャ 軍は イ ゾンゾ 河の 戰 線まで 敵軍を 擊 退す S にょつ て. 辛ぅ 
じて 戰勝 Q 名 集げ 得た。 そして 一九 | 五 年が 訪れて •ヘル サ i 平和 條 約が 結ばれる に 至つ 
, 賠 值=1 題ト イッ 矿の鏖 而 して 同盟 S 處分 等々。 しかし この 平和 條 約に 於て* イタ 
交ヤは 決して 同國 Q ために 有利な 結果を 得な かつた とい ふのは • i フラン J - イ t ャ 
は— 同志で—。 それ 故 イタ— Q 1 三 は フランスの 誤な 反對に 合つ て 利 
減され てし まつた U 然も 時 Q 政府 ジ yv デは 之を 如何と も爲 す？ 手 f 持— かつた。 

典 論は i-r I は繁 した。 大戰に 於て イタ 9 ャ q 拂 つた 犧牲は 芝 死者 六十 萬、 重輕 
傷— 萬 •永久 不具者 ニ 十二 萬と I れる ではない か。 然 かも 何等の 之に 匹敵すべき 報 併を も 
受け— が 出 f かつた。 それ どころではない • ls < 軍人 皆— 人 2 ti へ も 
秘し f 4 ば—?— を 浴— れた 。軍人と して こん— られ 
たと へ祖國 S 戰が誤 つては， q たにしても、 軍人は 自—戰 つたので はない。 國 家の 命 こ 
從 つて— つて 載つ た？—。 然— 平和 I して ■して みれば •血を もつ i つた 
祖國 1外 にも ボケ N H ビ イキに 占— れ て* た“ そして 如何に ボル とて 何を 軍 



人を侮辱する理由があらぅか。この不平不滿は豇ちに彼等軍人 »1: 會に谋押として漲つた。一方 
ムツ ソリ - II は その フアッシスタを創建する時から*彼の目標のーは共產主義の撲1滅にあつ 
て* 筢ぇず 彼等と 抗爭を 嫌け てゐた 矢先で ある。 軍人と ムッ ソリ n I ? こ、 に 同類 相憐 むと 
いふ 言葉は 妥當で はない かも 知れない。 併し 軍人と ムッ ソ リニ-.? その 共同の 敵は 共 產黨で 
ある。こ、ぞとそこを早<も見てとつたのがムッソリ||1である0彼が國粹主義を髙揚し.負 
傷せ る 一 兵士べ = トー •ムッソ 9 _ ーー として フ アッ ショ 軍 W 0 組織を 提唱した 時 •不平の 忍苦 
にあつ た 軍人が •時を 得た* ^と彼 o 下に馳せ參じた o は全く當然の»結であり、ムッソリー l 丨 
に 取って は實に 百 萬の 援兵で なければ ならぬ。 

一方 參戰 反對 派であった 社 # 兹 (共産 派) は* 他！！ よりの 宜傳 資金の 流入に よっ て •盛んに 無 
產 階級を® y •絕ぇ S 國民 的鑒を 示しっ、 •そ 3 勢 R を 契し •戰 前に 於て 旣に 下院には 
五十六の 議席を 占めて ゐた 。同時に 彼等は 有力な 新聞紙を 支配す る 事に よっ て、 五十 萬の 組合 
貝を 有する 勞働嫌 同 盟と旣 に 速繫を 有して ゐた ので ある。 社 會 主義 的 思想は 單に之 等勞働 大衆 
にの みならず、 澥次 有產防 級 •知識階級に も擴げ られた 。かくて ~ 九 一四 年には 五离の 支持者 
を 有する にす ぎな かつた it # 菜は •一九 一 九 年に 至つ ては 二十 萬に 增 加した 。右と 同 I の 期間 



に 於て 雲篙 浮？ ssg 貪から ニ 夏 y 荔 した。 §# に當 る： 驀 SB 

の 數は寘 に 百 五十を 越ぇる 有様で あつた。 それが ために 彼等 社# 主義者 及び その 政黨 は、 こ i 
ぞと ばか 01 齊に政 府 を 論難 攻擊し •この大成功に狂喜した社會黨は*まるで政權を ^ ^ -した 
• fa の i くに 自饱れ て 公然 革命 及び 革命 後の it # について 論究を 進める 有様で あつた J 阅 王が 
謓 場に 臨 5 られ勒 語を 賜らん と 5 や、 彼等は 一齊 S 場を 敢 てし •更に 王が 議場を 退席な 
される や •革命歌を 敢 て高唱 し. 議場に 雪崩れ 入る 等、 全く 狂態の 限りを 宠し た。 これに 刺 突 
されて イタ リャ 共淹黨 はいたく 動いた 。そして 南歐の 血に 燃ぇた イタ リャ 人は 今にも 共産主義 
革命を 起さぅ とし •ストライキは 各地に 荽延し •一九 一九 年 四月には ロシヤ 革命識 美の ための 
ストライキが •二十 四時 間矣都 a ~ マに 於て 續 けられた。 音には 八 萬 人 の 交 糞 働 者が、 
そ の貨 銀 値上 Q 要求が もとと なつて K トラ イキに 移つ た。 かくて 記錄 せられた 所 q ストライキ 
のみでも*全國を通じて數百件に上つてゐる0平和會議の失敗と社會革命の煽動とは、實に全 
イタ リャ を舉？ 提 S 巷と 化した か Q 狀態 に陷 つた' 政府は あつても そ S 令は 地を 拂 つて 
行 はれず* 務察は あつても 無き ものの 如く 無力で あつた 0 

II 、 ムソソ yf の實際 2 以上の 如き 經 過の 下に 無力なる -I ッチ 内閣は、 一九二 ◦年 六 



月 迄に 倒壊した = その後を 籀いだのはデョリツチであつたが、彼も亦亂麻の現狀ィタリャの當 
面を處理して，ょく盤根錯節を開拓し得る人物ではなかつた0 
百姓 一 挟 •勞資 の 衝突-工場 閉纽 •工場 占領 •暗殺 •反亂 •全 ィタ 9 ャを 擧げ ての 混雑と 無 政 
府狀 態とは •何時に なつて 止まる のか 豫 測し 難い O •ので あつた。 一般 市民は 戰々 兢 々として 暗 
黑な世界に極度の'危險不安な生活を嫌けた。赤色革命の陰謀は次から次へと暗躍した。こ、に 
於てフ ァツ シストと 社 會黨員 との 衝突は 頻り となつ て* 流血の 馋事は 此處彼 處に 演出され た 0 
ボ a -1 ヤは 元來 ィタ リヤ 赤色 革命の 中心地と して •共 產黨の 本據 を爲 して ゐた ので あるが • 
たま <その市會の混 «. に乘じて爲した社會黨員の橫赛はノ流石の市民をして憤激興起せし 
め、 市民は ファ ツシ ストを 援助して 市街 戰と なつた。 一方 警察 側は その 無力なる 處へ 市民 及び 
フアツシストの加はるところとなつたに依つて*急にそのカを增大し*三者共同のカにょつて 
此處に主義者の掃滅を敢行し*全く共產勢カを极筢してし * 0 た〇 

ファ ツシ ストと 共產黨 25 との 交戰 は* 次 全國に 波及 頻發 した 〇 赤色 革命 主義者が 跋扈 すれば 
する 程 • *!; # 黨の横 暴が 加 はれば 加は S 程* 市民に 對す るフ ァツ シスト. の 人氣は 高まり、 その 
進出 も 著しくな つた。 一九 一九 年の 總選舉 に 於て 社 會篆員 は 百 五十の 多* を 獲得 じたのに 比 

三 五 



= 六 

して •ファ 一 X シスト 黨は I 人の 當選 さへ 見得な かつた ので ある。 然るに 一年を 捕て、 一九二 一 
年 五 パの 總選舉 に 際して は •社 會黨は 百 二十 名に 減じた のに 對 して •フ ァッ シスト 黨は ー舉げ 
皆無から 一 r - 十三 名の 議 33 :を 獲得す るに 至つ た。 かくて 同年 十一月 六日には • »' 1 マに 於て ファ 
ッ シストの 大會が 開かれ、 此 處にフ ァッ シスト 團は 純然たる 政 f なり、 本 大會 以後 「國 民フ 
アッシスト黨」として堂々名のりを揭げたのである。 

1九ニニ年六月社會黨は全國勞働總同署動かしてゼネストを宜言した*ストラィキは八月 
一日 先づ 交通© S ら 初つ て*® 次 他 Q 部門に 及？ とした。？ ッシ？ 費 軍は この 時 直 
ちに出動して之をぅち» 0 た0市街戰がミラノ-ボロ_|ャ*バリ-パルマ其也 0 都市で吁1し 
た。 そのために 嫌 道 QI - 交通の 杜絕 •物 SS と 婦女子の 死亡と なり •名狀 すべ か— 
る爱狀 態に 格 入した。 それ？ か、 はらず 時の 內 閣ファ クタは 嘛日 持久、 全く 何事を も爲し 
轉な かつた o こゝに於てムッソリニ|は手早<も全_に教在するファッシストを總動員して. 
汽車 電車の 運 轉 を爲さしめると同時に、事態愈々急な&と見て八月ニ十三日には「議 # を® 
時 解散せ ょ •然らずんば 內閣を 總 辭皸 せょ ー 」とファクタ內閣に勸吿して、さて自らは全 « へ 
の 遊說に 出 # した • 



之ょり 先 ムツ ソリ II 1は*ゼネストを破ると同時にー方には政權の暴カ的奪取を爲さんとし 
て、 着々 その 戰備を 怠らな かつた。 十月 二十四日 ファ ッシ スト 黨最高 幹部は •ヴ HK ピオ ス火 
山の 麓に ある 一 ホテルに 集合した。 0 丨マ進軍作戰のためであ 0 た0その作戰は內外相呼應ず 
る ものである 。即ち 內部的 方法と いふのは •前 陸軍 將 校で 當時 ，代議士で あつた 所の デ* ヴ H 
ッキを して* 元首相 オルランド* 前 首相 サランドラを 通じて 現 首相 ファ クタ に 辭職を 勸吿 せし 
め、 一方 又國 王に 拜 IM して 時局の 眞 相を 奏上した。 玆に 於て 全 閣員は 辭 表を 提出しても 頑と し 
て辭联 を 拒んだ 流石の ファクタ も •遂に 內閣 を投 出した 。之ょり 前 數遇間 ムッソ リニ ー は、 彼 
の 民主的 傾向を K 棄 して 王政を 支持すべき 事を 宣言し •一部 有産階級 並に 軍人の 不信を 除去す 
る 事に 努めた。 

外部 的 方法と しては 十月 二十 七日 夜半 •ムッ ソ 9-1 丨はポ ポ n •ディ タリ ヤ社の 電信 室から 
全國に 向つ. てフ T ッシ スト 民 軍の 總動 員を 命令した。 そして 五十 萬の 黑シ ヤッ 軍は その 夜の 中 
に 動いて、 一部は 首都！！ 丨 マへ 向つ た。 明 くれば 中秋 二十 八日の 朝！ 一丨 マの 空は ぅるわしく 暗 
れて靜かであつた。た>內閣、議會を始めとして要所が黑シヤッ軍の包困を受けた。要所要所 
は軍除，謇察等の守りを受けてはゐたけれども*彼等は沈默を破らなかつた。之と同時に全_ 



にわた る 主要都市の 官 公 ^ •鐵 道* 郵便局は I 齊 に 占領せられ たので あつた 0午 前 十 時 頃に 至 
つて a I マ 市の 各所には、 「政府は あらゆる 序 段を 講じて* 騷擾 を鎭菔 する にょり、 市民は 冷靜 
を 守らる、 やぅ J との 春が 揭 示された。 しかし 戒 f を 施く 事は 皇帝の 允許を 給は る ことが 
出来なくて、 沙汰 止みと なつた" 同胞 相殺 傷し 合 ふ 流血の 徐 事が 未然に防がれた のは* 主と し 
て 皇帝の 聰明に ょつ たもので あると 稱 されて ゐる 0 

三、 政權 ！0^十月三十日ムッソリ-||は官中からの電話にょり參內した〇そして內閣姐織 
©大命を 拜受 した。 一應退 下の 上 •七 時間 後には 閣員 名 薄を 捧呈して、 陛下の 裁 下を 乞 ふて ゐ 
た Q である。 閣員には 自 -£黨*民砉、人民黨及びフ 7 . ッシスト？代表者を並べて.言はマ 
舉國 一致 內閣を 組 雄した ので ある。 

一方 a 丨マ に駐 屯す る黑 シャッ ッ民軍 か e >- は | 齊に 离歲の 聲が湧 いた 〇 そして 翌三 十一 日に 
は 七 萬の 彼等 民 軍は •ヴィ ラ •ボルゲ— ゼ公 困に 集合 整列した 。首相と しての ムッソ リニ ー は 
又黑シ ヤッ ッ民軍 (7ァクシス>籯)の長として黨員の閱兵を行ひ*續いて » |マ城內を示威行 
進した。 その 一糸 ft れない 所 0 統制は • a 1 マ 市民の 筢大 なる^ U を 博した 〇 そして 三日の 後 
にはこの大部の軍衆が肅々として*帝那11丨マを返出して行つた0そこには何等の手違も何等 



の 混雜 もなかっ た。 その 爲に 市民の 信賴は 一 暦 估 加した ので ぁった) 

十一月十七 0 議會に於てムッソリ-|丨最初の施政演說が行はれた)日く 
「我々 フアッ シストは 完全なる 武装と 非常なる 決心と を 持ち、 殆んど 神祕 的な までに 熱心に 予 
の 命令に 服從 して くれる 三十 萬の 人々 を 布-. てゐ る。 それ故に 苟 くも フアッ シズ ムを誹 謗す る 
もの 又は 汚辱せ ん とする もの ぁら ば、 予は 悉く 之を 處間 する ことが 出來ろ 0 予は また この 灰色 
の薄暗い講場をフアシスト戰閟部隊の野萍所とすることも出來るし*議會を閉趙してフアッシ 
スタのみの政府を作ること .<> 2來る。た '? 予は敢てそれをしないだけでぁる。予は殊更に議會 
に反して 施政し ょうとは 思は ない) しかしながら 議會は 自己の 地位を 知らなければ ならぬ 。何 
故なら 議# は 何時でも 卽時解 散す る ことが 出來る 。明後日に でも •或は また ニ 年後に でも 0」 
それから 漸次 ィタ リャ 民族主義の 强調 •反國 家主 義の 克服を 述べ 更に ィタ リャ當 商の 問題た 
る外交.財政、事 5! に關して述べた後で* 

「諸 # 國 民に 對 して 無益なる 言葉を 投げ かくる ことを 止め やう。 五十二の 質問 演說な んか餘 
りに 多すぎる 。寧ろ 働かう ではない か 〇 國家の檠榮と偉大とを確定すべき*純肛なる心と神速 
なる 頭腦 とを もって 働かう ではない か 0 I 神ょ •我が 大膽 なる 癸 働に 勝利を 輿へ 給 はんこ 4 

1 一一 九 



を 1 J と 結んだ 0 

翌十八日には三百六票對百十六票 |: も 0 て饑會の信任を得、ニ十五日には行政稅政*宫政0, 
改革に關し、ニ年問に限つて政府の獨断專行を認むる法案が、ニ百七十五票對九十票の絕對多數. 
を 以て 通過した。 而 して その §の 現れは 選 舉法の 改正で ある。 一九二 四 年 四月 六日 新選 舉法 
にょる 選舉が 行は れた 。之に ょれば 全 ィタ リャ を 以て 一選舉 區とし、全投票のニ对五分 |: 集め 
た政黨は，議席の三分の一卽ち三百六十五の議席を樓得する害になつてゐた0此の^3舉法の 
目的は*1に指導的政治傾向を明にして，之に議#に於ける優越を與へょぅとするものであ 0 
た0併しこの選舉法は1九ニ八年に改正されて次の如くなつた0卽ち之にょつて議22の定數 « 
四百 名で あるが •先づ 最初に 十三の 組合 (一九二 七 年 四月 ムク ^ ，=-は勞供黨单 I ィタ ォャの® 

憲法 か 費 布 L f : が、 その 中 U 「級 合 1家」な*0文字が用ゐられてゐ*〇:の組合の中に政府の作つれ 

十三の シンデ トがゎ £ •) から 八 百 名 •次に 敎化 1« 體から 二百 名の 候補者を 選出して •政府に 
届出るのでめる、さぅずると政府はこの名簿にょ 0 てその中から更に適當と認めたもの四百名 
を 選抜して 名 薄を 作 タ*之を«民に提示してその赞否の投票を爲さしめ、賛成が多かつたら四 
5名が一度に當選者となる仕姐な 0 である0これ所謂比例代表法であつて*世にー國|黨派ス 



は 一黨班 一 國 と 呼ばれる 所以で ある。 

第二 節 t ッ トラ ー の租阈 運動 

一 •ナチ K の篱生 一九 三 ニ 年と いへ ば 本年で あるが •その 四月 十日 我國 ならで、 ドィッに 
は 政治 上 重大なる 一事が あった。 それは ドィッ 嫌 邦 共和 國大 統領の 選舉で あるが •その 少し 前 
ごろに*1シヤから亡命し、以前から我國にゐる所のト0ッキーは、この選舉に對して次の如き 
豫言的 批判を 試みた と v > ふ。 r 獨逸に 於け る ヒット ラー 運動の 成否は 今後の 世界の 政治 方向を 
決定す る。 卽ち ヒット ラー 運動が 成就 すれば •世界の 政治は ファ ッシ ズムに 向 ふで あらう し* 
又 ヒット ラー 運動が 若しも 不成功に 終るならば 世界の 政治は •マルキシズムへ 向 ふで あらう 0 J 
と。 果して この 豫言は 適 中した であらう か f ともあれ 選舉の 結果は 次の 如き ものであった。 

三月 十三 日の 遝舉投 想 黴 

(1) 總 投票數 三千 七 百 六十 六萬蕻 餘 

(2) ヒン デン ブル グ 一千 八 百 六十 六 萬 票餘 

⑶ ヒット ラー. 一千 百 三十 •ニ 萬摆餘 



四月 十日 開票の 結果 

⑴餹 投票 歎 三千六百五十八萬九千票餘 
⑵ ヒン デン ブルダ 一千 九 百 H 十六 萬 七 千餘槊 
(3) ヒット ラー 一千 三百 四十！ 萬 七 千餘蕻 
註選擧投饮數と開票の結果にょる票數との相違は前者は豫想數であることにょる.>又迪 
投票數と$人の票數合算との間に於ける相違は*無效蕻や他の候補者への票數等が 
除かれて ゐる からで ある。 

七月 三十 一日には ドィッ 聯邦 共和 國 の 總選舉 が 行 はれた。 而 して その 當選 にょる 新舊 比較を 
示せば， 

黨名 新 舊 坩減 

國家社 會黨 I 三 九 MO ニ 九 — 

社# 民主寃 一三 ニ 一三 六 I 叫 

共產黨 八 八 七 八 一 〇 丨 
カトリック 中央 黨 七 六 A A A I 



國權 

パパ 9 



兼 

黨 



人民 黨 
阐家黨 
キリスト 社 會麄 
經濟黨 
農民 ■黨 



三 六 

一九 

七 

六 

六 

ニ 
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三〇 
ニ ハ 
一四 
ニー 
五 



五 

ニ 三 

lo 

八 

一九 

四 



ヒット ラ 1は大铳領にはなり得なかつた-ヒットラー黨は挹對多數は獲ち得なか 0 た。併し 
ヒット ラ ーの進出、ヒットラー兹の躍進、それは«に飛躍的なものといふべきでぁる0それは事 
情と 數 字が 明瞭に 物語？ ゐる 。ドィッ 將來 の 政界には 風〒 陰 徐丨憂 甲 凡そ 人々 の 
好ましから ぬ ものを 豫 想され る . 0 と 同時に 又 ヒット ラ ー 及び その ー黨 の活播 は 目酲 しきものの 
ぁらぅ 事に 注意を 奪 はれる。 けれど ト B ッキ ーの豫 言？ そして 世界の 政治は 果して フ アッ シ 
ズムへ 向 ふで ぁらぅ か？ とまれ 我々 は 唯 その 成 行を 注意 深く 眺める 事に する ょり 外は ない 0 
二つの 相反す K 勢力％ 翌す S 場合 y 不幸 y し？ Q ニ 勢力 Q 間 y 衝突 Q 厄を 負は された 

四 三 



Ba 四 

とすると，張は弱 |: 制し*そのために弱は往々にして«亡の悲運に遭遇する事のあるは*單に 
生物界に 於け る 法則の みでは ない。 國と國 との 勢力が その 均衡を 失 ひ •政治と いはず 輕濟 とい 
はず 凡ゆる 方面に 於ての 利害が 相反す る 場合には •其處 には 不幸に 4 •いまは しく も戰 爭が始 
めら れる 。この場合 何と 言つ て も悲诊 なのは •戰 敗國の 名を 負は ねばならぬ a である 。歐 洲大 
戰の終 結と 共に 戰 敗の* 目に 泣く ドイッは •今や 內憂 外患 生きながら の 地獄に 苦 描し つ、 あ 
る o 一 は戰愤 に對 する 苦痛で あり、 他の 1は國內の混»である0 

ベルサイユ 條約に は 戰敗國 ドイッに 取つ て惱 ましい 數々 の 條項が 記されて ゐ る。 先づ 第一に 
國土が著しく狹められた事を始めとして、千三百餘億マルクの賠償金を課せられたこと、ザー 
ル 地方の 聯盟 委任 統治と なつた 事 •ライン ランドの 佛軍 占領 ( I 九 三 〇 年怫 軍の 占領は 解かれ 
て ドイッに 還つ た) それから ドイッの* 民 地が殆 んど 聯合 國側に 分割せられ て •委任 統治と な 
つて ゐる こと 等數へ 上 ぐれば •尙 他に 4 かゝる 種類の 條項が 連ねられて ゐるの である 。ドイッ 
國民は齊しく皆之等の條約が放棄せられる事を希望してゐる。 歴代の， g ： g は 出來 得る 限り 國民 
の 希望 達成に 努力して 來た 。併し 從來の やり方では 物足りない 。暴力 的 强« 手段に 出て* 卽時 
に 之を 破 秦しや ぅと 意 氣込む のが •ヒット ラー 及び その 一 味で ある。 



ー九一八年ドイッは共和制を嫌行してょり以來現在尙聯邦共和國である。その共和制をし< 
に 至つ た 理由に ついては •大 篇 次の 如き 說明が 加 へられて ゐる 。卽ち ドイッが 帝政を 變 革して 
共和制と爲したに付ては*ドイッ國民は決して當時の皇帝ヵイゼル.ゥイルへルムニ世に對し 
て 信任を 解いた わけで もな く •又 決して 共和制を 謳歌した からで もない 。嫌 合國 側に 對 する 獨 
逸の 危機を 救は んが爲 に •ヵイゼル 自身が 戰爭の 責を負 ふて 自ら 退位な された ので ある。 當時 
幸か不幸かドイッには，|1シャの共產革命、が影響して*之が企畫を試み、正に國內にその叛亂 
を まき 起さぅ として わた 、』たとへドイッは敗戰の結果に終つたとは言へ、共產黨革命に對して 
之が 勢力を 抑壓 する 位は •たいした ものでは なかつ たので ある。 に 4 不拘 ヵイゼル も 各 聯邦の 
君主 達 も* 之が 平定の 舉に 出る 事な くして •一齊 に 退位し* 逃亡し •或は 屈伏して 何等 流血の 
诊を見せずに、 2> れ程の革命を成就せしめたのは、全く政體の變革にょつてドイッの貴任を輕 
くし •而 して 聯合 國側の 應迫を逸眈せんとする深課逋慮にあ 0 たのである0 
併し乍ら 和 制と なつた 後の ドイッ 國內閣 は •累代 その 無能 振 o を發揮 L て、 正に 共和 
制への 幻滅を 深から しめる の狀 態で あつた 。こゝに於てドイッ國民は勃然として帝政時代の國 
情を慕つて起つた。帝政復古の運動丨 それは次のニつの嫌選奉に依つて明瞭に現はれてゐ 



今 卽ち 一九 一九 年 一月の 總選擧 に 於て は • 社會 黨は 四十 四 ^ •寞黨 ニ 十一％、 民主* 十、 
W 而し 5 和 制 集 望す fQ は •全投 S 八十 四％ 集した％、 j 九 二 四 年 十二月の 選 R 
に於て '« それ等©繁は半減して四十5となり.统。の五十四％鋈に帝政叢©もので 
あった。 尙 著明な 事實は 一九二 五 年 一月 ニ 十九 は •國 民は 舉っ 5 帝 時代 S 旗を 揭揚し 
てべ ル？ N 市內 を 行進した。 それは 廢帝 カイゼル •ゥイルへ t 二世 S 生—? ■であ 
る。 越えて 四月に 行 はれた 大統領 輩に 際して は、 その 傾向 1 く 現 はれ •大統領と 
して 登場した も© はか？ 宴 時代に 於て • 5siQ 名 將ヒン デン ブル グ そ® 人で あ 
り •その 票 歎は 全然 絕對 多數で あった。 

榮枯 8a 人事 Q 上 ssf % な 5。 ドイッ K-CH 於け 美狀 55 て も •帝政は 滅び 
て 共和制と なった かと 思へ ば、 忽ち— 1 Qf なった ったが、 時の 流れと 
共產 黨 の 活動が 亦 もや 共和— 持の 民情を 作っ た。 ところが 今度— 政 派に— ず •共產 派に 

!’ 营と iQ 中間？— 胬 げた- 细1 拿： 義— 

榜する ヒット ラ— 一派の ファ ッシス ト黨が これで ある 0 

一九 一九 年 f ヒット f は •ふとした 事から 當時 i ンへン にあっ た 所の さ、 やか 欠 •そ 



れは 本當 K ゎづ か 六 人 程し かない 程 さ、 やかな 存在で あつた • イッ 勞働黨 を 訪れる 奇緣を 有 
つた 0この黨負は實に貧弱なわづか六人程のものではあつたが*併し之等六人の黨員疋は實に 
思ひ辑 けない 祖國 のために 立たぅ とする、 實に 雄々 しい 氣魄を 持つ てゐ た。 ヒッ トラ 丨 はこの 
思ひも辑けなかつた歲負との談合の間に、すつかり意氣投合の情を禁じ得なかつた0そこで彼 
は早速ドイッ勞锻黨第七人目の黨員として之に入黨した0今を時めくヒットラーが政治運動へ 
.の ふみ 出しは 實にこ 、からの 事で ある。 

Ir b ツ^. ラ— の 活動 小人 數から なる ドイッ 勞働黨 の 集合に 於け る 演說に は •ひどく ヒッ 

トラ ーの 心を 動かした ものが ある 〇 ヒット ラ ー は 彼の 「予の 鬬爭」 の 中に 以下の 如く 記して ゐ 

る 0 

「私は 生れて Sf じめ 5 際鑫 S 管 ■す t とが 出來た Q 7 H ダ- -Q 最初 Q 講 I を聽 
いた 時、 新しい 政 黨の基 箱を おくべき 主 耍題 目が 見つかつ たぞ ..と 思つ た 。ドイッ 更生の 爲 
に將來 力を つくして 闘 ふべき 仇敵は 敵國 民に— ずして、 國際金 尚で ある こと が 明快に 理解 さ 
れた) 私は この 來るべ き 鬪爭の カ强い 豫 言を フ n ダ— の 講演の 中から 襞 見し JJO」 

フ HfQ 經濟 理論と いふ Q は 一言に して 金せば かぅ である。 ドイッ 8 濟的 破滅は 一に 金 

» 七 



四 八 、 

利にある。それ故金融制度に於ける利子制を廢止するの 1?- なければ*ドィッは遂に利子のため 
に破產するより外はない*ドィッを棄するものは實にこの金融資本に於ける利子である。とい 
ふので ある。 

ヒット ラ ーが人戴した當時のドィッ勞働黨は*た4,1っ「 » 難打開」といふス » 1ガンを持 
ってゐるだけで、之に對する特別なる理論4方法もなか 0 たのであるが、彼の入黨するや忽ち 
フ H ダーの 經濟 理論と 彼の 政治的 理論と によって •渐次 その 基礎を 强固 にし 且っ 除々 に 一般 大 
衆に 呼びかけた 0 である。 その 當初に 於け る 所謂 指導原理 とも 言 ふべき ものは 大體 次の 如き 4 
のであった 0 

(') 勞勘 者に よる 國家 主義に よっ て ドィッの 阈難を 打開し •ヤング 案 及び アメリカ 金融資本 
に 反對 する こと。 

(2) マルキシズムには 反對 する が* XX 主義に よっ て 勞働 者を 解放す る。 

(•3) 武器と父><によ 0 て作り上げられた內外のズ><主義には反對する。 

翌 一九二 〇年ニ月ニ十五日には國家社會主義ドィッ勞働黨(ナチス)_領として次の如きも 
のが 表された。 



⑴我等は民埃自決の權利に基き全獨逸人を一大獨逸國に結成せんことを期す。 

(■ : ) 我等は他の諸國民に對する獨逸民族の對等なる權利を要求し*べルサィユ媾和條約及び 
サン ゼルマン 媾和 條約 の掇设 を 期す。 

( 3 ) 我等は 我 民族の 扶養 及び 我過剩 人口の 移住の 爲に國 土 植民地を 要求す。 

⑷獨 逸國 民たり 得る 者は 獨逸 同胞た る 者に 限る ものと す。 但し 信仰の 如何を 問は ず •獨逸 
民族の 血統を 有する 者の みが •獨逸 同胞たり 得る ものと す。 從 つ てユダ ャ人は 凡て 獨逢同 
胞の 中に 入らず。 

( 5 ) 獨逸 國 民たら ざる 者は、 獨逸に 於て は 單に來 客と しての み 生存し 得* 外國 人と しての 立 
法的 待遇を 受くべ きものと す。 

(6) 獨逸國 家の 運用 及び 法規を 決定す るの 權利は •獨逸 國 民の みが 有すべき ものと す。 從つ 
て 我々 は國家 に於てたると*州に於てたると、又は自治«に於てたるとその種類の如何を 
問はず*獨逸に於ける一切の宫公職は獨逸國民に依つてのみ占めらるべきことを要求す。 
我等は •性質、 能力の 如何を 顧みずに •單に 黨派的 見地ょ 0 宵 吏の 任免を 事と すると ころ 
办議#制度に對して反對す。 

四 九 



五 0 

G 我等は •阈家 は先づ 第！ に S 民の 生業 及び 生活の 可能を 計る ことを 以て その 義務と すべ 
きこと を 要求し •若し 阈家の 全人 ロを 袂養 する 能は ざる 場合には* 他阈扰 に ^ する 者 ( 獨 
逸 碑 民に 非ざる 者) を ば 之を 獨逸國 外に 放逐すべし。 

g 獨逸 人に 非ざる 者の 今後の 移住は 一切 之を 禁止すべく、 我等は • I 九 一四 年 八月 二日 以 
後獨逸に移住せるところの一切の非獨逸人をば、卽時これを國外に退去せしむべ ^- ことを 
要求す。 . * 

(9) 獨逸 一! 民た る 者は 凡て 平等の 檫利 及び 義務を 有すべき ものと す j 

(10) 獨逸國 民た る 者は 凡て その 第一 装 務 として* 精神的 又は 肉體的 に 働くべき ものと す。 但 
し备 人の 活動は 全！ g の 利益に 反する を 許 -マす-全傾と抵觸せざる範圍に於て全紐の利益の 
爲に 行は るべき ものと す"* 

(11) 不勞 X X の 锼止及 利子 X X 制の 打破を 要求す。 

(12) 凡て X x なる ものは 生命 及び 財產上 國民の 甚大なる 犠牲を 要する ものた るを 思 ふ 時は. 
x ><にょる個人的致富は國民に對する犯罪と言はざるべからず。故に我等はー切のズ><利 
得の徹底的ズ乂を要求す。 




埤我等は大經營に對して利得の乂父を要求す) 

(14) 我等は抚に社會化せる一切の«營(トラスト)の1*有化を要求す。 
g 我等は 大規模の 養老 施設の 設立を 要求す。 

( 16 ) 我等は • «全なる中流階級を建設維持し，大商館を |{1 時><><化してこれを低廉なる價格 
にて小經眘業者へ貸與し、國家、州又は自治 « の物品購人に當つては各種小營業者の立場 
を 最も 深く 考慮すべき ことを 要求す。 

(17) . 我等は 我釀 民の 必要に 則れる 土地改革 •公益の 爲には 土地を 無償 沒收 する の 法律の 制定 
を耍求し，一切の土地投機の廢止を要求す。 

(18) 我等は 公益を 害する が 如き 行爲 を爲す 者に 對 しては、 容赦な き棑擊 を 期す。 

一般的 國民的 犯罪者 •高利 貸 •不正 商人 等は •その 信仰 及び 人種の 如何に 枸らず 、須 らく 
之を 死刑に 處 すべき ものと す。 

(19) 我等は、 物質主義 的 世# 秩序を 助成す る** 丨マ 法を麋 止し •之に 代 ふるに 獨逸 普通法を 
以てせん こ とを 要求す。 

(2〇) 有能にして勤勉なる獨逸人の凡てをしてょ0高き敎育を受けしめ、世の指導的地位に立 




五 二 

ち能はしめんが爲に、_家は須らく我全國敎育制度 0 根本的改革を計るべきものとす。1 
切の 敎育 機關の 敎育 方針は 須ら く實際 生活の 必要に 卽し 、國家 觀念の 養成は 學校敎 育 (M 
民敎 宵〕 の 第一 目的と して その 劈頭に おかるべき ものと す。 尙 我等は 貧家の 子弟に して 頭 
腼特に 優秀なる 者を ば， その 身分 乃至# 業の 如何に 拘らず 、國家 の费 用に 於て 之を 敎育せ 
んこ とを 要求す。 • 

(21) _家は須らく母子を保謹し、幼年勞働を禁止し、法律にょつて體搡義務乃至スボーッ義 
務を 制定して 體搡 を獎 » し*靑少年の體育を事とするあらゆる團«を大いに援助し.以て 
國民健 庚の 向上を 計るべき ものと す。 

(22) 我等は* 傭兵 制度を 廢 止し •國民 軍制 度を 樹立 せんこと を 要求す。 
§我等は，故意の政治的虚構及び新聞に依るその流布に對し'法律に依るこれが撲滅を 

要求す。 我等は 獨逸に 於け る 新 H S 行 可能 條件 として 次の 如きを 要求す。 

C ィ〕 獨逸諝 を 以てする# H の 主筆 及び その 協力者は 凡て 獨逸 同胞たら ざるべからず。 

C D ) 非獨逸 諍 新聞の 金 行は 獨逸 國家0明文に依る許可を要するものとす〇而してそれは獨 
逸語にて印刷するを許さず。 




(ハ) 獨逸新 明に對して非獨逸人が財政的に關與し、又は之を何等の方法に依つてか支配す 
るが 如きは、 一切 之を 法律に 依つ て 禁止すべき t のとす 。而 して 若-^ の 禁止を 犯した る 
場合には •その « 事と して 該新 聞の 發 行を 禁止す ると 共に •その 關 係非獨 逸人を ば 卽時® 
外に放逐すべし。公益に反する新聞は禁止さるべきものとす。我等は我等の國民生活に» 
して破壊的影響を及ぼすところの文藝一派に對して法律に依るその撲滅を期し，また前記 
の 諸 要求に 反する 處の 催し物の 禁止を 要求す。 

(24) 我等は、 阈家の 存在を 危ぅせ ざる、 又は 我 ゲルマン 民族の 道德感 に 反せざる 限りに 於 
て •國家 內 に於ける凡ての宗敎的認譫の自由を要求す"我黨は黨として.一定の宗派に闪 
はれる ことなく •一の 铁極的 な キリスト 敎の 見地を 主張す る ものな り。 我黨は 我等の 內外 
に 於け る ユダャ的物質主義的精神に反對す"我黨は公益を先にし私益を後にするといふ原 
則の 上に のみ* 我圃民 自らの 永久 的 復活が 行 はれ 得べき ものと す。 

(25) 我等は 以上 一切の 寅 現の 爲 に*强固なる中夬權ヵ 0 建設を期し*全阐及ぴその全紺級国 
體に對 する 中央 政治 議會 の絕 對的權 威を 要求す る' 我等は 國家に ょりて 發令 せられた る規 
定 S: 各 聯邦に 實施 せんが 爲に •諸々 の 義務 議會 乃至 職業 議會を 開設すべき 事を 要求す。 我 




五 四 

m o 指導者た る 者は 必要なる 場合に 於て は そ© 生命を 捨てる を辭 せず •以上の 目的の 達成 
の爲に 邁進すべき ことを 誓 ふ ものな 

この 網領の 制 案 者、 ゴット フリー ド. フ H ダーに よれば、 國家 社 會 主義 ドイッ 勞働黨 の 目的 
は •ドイツを 復活せ しめ ド イ S 精神に よる 「ドイツの 自由」 を 獲得す ると とで ある > こ の廣 讯 
な！！ 領には •實に 盛り 澤 山な 原則が 入れられて ある。 以下 簡明に 拾 ひ 上げて 見よぅ 0 
⑴ 政治的 原則 ドイッ 國は K イッ 人の 家で ある。 全 ドイッ 民族を 1 H とする 國民國 家を # 
設し •この 國家は カ强く 諸外阈 に 對立 する。 

S 飪濟 政策 的 原則 借人 資本 ii ? る 不正 實な 重荷を 籮 S ば t ない。 そして 產§ 
不平等を 解放す る。 

(3) 財政的原則利子¥><制度の廢止*租稅制度の改革等。 

(4) 社會 政策 的 原則 養老年金 制度、 非常時 利得の 沒牧 •住宅問題の 緩和 等； > 

(• e ) 文化的 原則 ドイッ 文化の 傳統 促進 及び 抑壓 

(6) ® 防 上の 原則 

ナチスの見解によればこの綱領の實現を期するためには、三つの仇敵の存在を破らねばなら 




<2 と S ふので 1 ニル クス 主義 主義、 XXI? これで ある。 そして I バ丨 によ 
れば「これは信念に充てるドイツ國民のー部が、精神的に强カなる指導者ぞソトラーの周圍に 
集つ て、 is よつ て 課 f れた 恥辱と 國カ § 化、 及び 國內 ® 鬣よ り 生じた る 負傷 及び 
國民 精神 Q§ から* ドイッを 救 2 ん とする 屦 組織で ある。」 ので ある。 

三 仇敵の 打破-ナチ ス網領 の 實現丨 その後の ものは 何 t それは ヒット？ 帝國の 建 
設 で—。 世に 第三 帝® と 呼ばれて ゐる 所の ものである リ 第三 帝 國と 呼ぶ 所以は か—。 
ドイッ sf- マ 帝® •之— 一 帝 f し •それから 欺洲大 11 ニ 帝 f し •而し 
て今ヒ ツト ヲ — Q 建設 せんとす る もの 之 1 M と稱 する ので—。 ヒツ トラ 1 はいふ。 
マル キシズ 4 は！ 一 ダヤ 的で あ® '、デモ クシ ラ-は フランス 的で あ*'* リベラリズムは イギリス 

的で—。 と。 ドイッは 今 その 何れに も 依 S とはし ない。 ドイッには ドイッ S 赛學が あ 
る。 併し 第一 帝 阈でもなければ又第11帝國でもない。そ ^- はヒットラ1帝漂ち第ーーー帝國であ 
る 0 

了 メリ 力 q 新聞 人 だとい ラ IJKa、 そ 中に 於て 次 Q 如 4 じて ゐ る。 

「 …… ヒッ トラ-雲は I 政® か* それとも 共和制 か， ヒツ トラ-は 未だに それを 知ら 



ない。 少く とも その 何れで あるかを 明暸 に しようとは 努めない 0 黨 內には 極めて 多數の 君主 制 
論者と 共和制 主義者と が ゐ る。 そして この W 者は 今や 分離し ようとす る危險 が 含んで ゐ る。 第 
I の 目的は 民衆の 全險 級に 於て 出来るだけ 多數の 支持を 得る ことで ある。 …… ゲ ー ベルス (肇 
者 註 0 11 クトヲーの鼷闭)はたぐ無ロになる「我々は共和論者でもな<君主制主張者でもない0 
なぜならば 第一に •政府 將來の 形 想は 枝葉の 問題 だと 信ずる 。ペル サィ ユ條約 の 爲に 破壊に 相 
しつ、ある吾々は、君主制或は共和制の問題を心 £ するよりも他に爲すべき仕事がある0第ニ 
に、 この 問題は 國民が 遂に 自 dl を 得た 時に 定められる であらう。 併しながら 吾々 は敢て 原則的 
に 言 ふが •よい 共和制は 悪い 君主 制に 優る し •またよ い 君主 制は 惡い 共和制に 優る ので ある， 
政府の 兩つの 形態には 各々 の 利害が ある。 その 何れを 選ぶ かは 自由を 得た 民衆が 選ぶ 任務で あ 
る OJ ヒット ラー黨 の 目的を 一切 明示す る 害の 網領に おいて* 獨栽官 とい ふ 語が 故意に 避けら 
れてゐると同じ樣に、政府將來の形»も言及されてはゐない0君主制か共和制かの間題は愼审 
に 除外され てゐ るの だ。 I フ H ダー の H ダヤ 人抹斥 •不當 利得 者の 所 刑-ベル サィ ユ條約 の 
« 毀 等の 如く —— 一切の 40 を 民衆と 無 交渉の ま1獨栽的に實行しようとする新政黨におい 
で*教主制か ^ 和制かといふ政 «6 問題が、宽大にも民衆自身に任されるといふことは*どう，^ 




信じ 難い 事で ある。」 

1九ニ一年の春がまだ«い頃*賠償金不拂問題が固となつて*フランスとべルギーとの聯舍 
軍はドィッ領ルール地方に進擊して、遂に當地方を嫌合軍が占領してしま 0 た0この時ヒット 
ラ ーはその豫ねての主張に基いて*勇敢に之を論雞した0そして卍の旗を(ハ|ゲンク04ッ)， 
髙 々と 押 立て v I 大示威 を 決行した 0 である。 その 時 彼は かぅ 說 明した 「あの 旗の 地色を 赤に 
したのは •我黨 の 運動が 社 舍的 思想に 立脚す る ことを 示した ので あ o * 中央の 白い 丸は 阐家 社 
會主義の象褫であり*中の 3! はユダャ人に對して_爭する意思を示す4のである。」 

丁度 この頃から 彼 ヒット ラーは その 黨 負 の增 加す るに つれて •黨員 を 以て 軍隊 的姐檄 を 作 0 
同時に軍除的訓練を與へ始めた"そして之には 05 5- |-日>1>策111ロ 9) (著者註。突擊隊、 « 風隊、 >«, 
の 分 嫌、 奇 » 嫌等の_路が现在日本で用ゐられてゐ40又鳶シャクッ » 、 » シャッ夕 » といふ名稱はナチ 
ス抑ち 11 タ>ヲー黨0:の 11 裝の色ょりいムものでゎる。)の名稱が 0 けられた。普通に8.人といは 
れてゐ る ものである。 これは ヒット ラー 露を 軍事的 防 術 的に 按助 する 爲に 組織せられ たもので 
あるが •後には 積極的に 行動す る 揉に なつた。 否 事實 現在 ヒット ラー黨 の 運動が 實 に目醍 まし 
くも勇ましい活動を«»し、两進してゐるのは三十萬と猇せられてゐる。この8.厶卽ち突擊 

五 七 




五八 

黢の 果敢なる 行動に ょる© である 0 

一九 1 三 •三年 頃と 言へ ば 日本では 大正 十 年 前後の 時代で、 好景氣 が 幾分 下り坂には なつた も 
の、 •まだく 世は 太平 樂 Qf 見て， Q た 頃で— が* ドイッに 於て S 時經 i 乏 Q ドン 寅 
に畔吟 し獨貨 マルクは 極度に 赛 落して- 罄は授 早 や此處 では 醤 同様の 價値 しか なくなつ 
た物價は一億倍にも狂騰した)鈴笨|本が五千圓もしたと聞ぇた所で、吾々日本人には^^ 
には 思 ひない 位で—。 良家 I はわ づか II 杯 Q ために •身命に も 代へ f 大切— の 
を 捧げた とい ふので—。 か 4 時代に 於け る 社 會的混 虹 •國內 的騷擾 それ こそ 电 だ、 量 
だ、 洪水 だ 等との 一時的 自然の いた づら とは 比較に ならない。 

一九二 三年の 秋と いつても 冬に 近づいた 頃 •武装した トラックが ミュンヘンに 突進した。 街 
々には 出 q 旗が rv ホンと して 3 た。 間 もな <議§ 門前 S 突 擊隊が 突如と して f 現は 
した。 そして 1 Q 出 S 突 f つて 守ら' f 開かれた。 こ Q 時ヒッ トラ 1 は 自ら 先 
頭に 立つ て馨 S 人つ た。 そして 彼 Q 放つ た | § ビス トル Q 音が奏 止む か 止まぬ 時に. 
彼は 騷 然—蜃 1 ® し 乍ら 場 S 1 基 求した。 赍 て 彼は 次の 如く 謇 した。 

「バイ H ルン 及び ドイッ 政府は 令 日限り 免職され た， 予は更 めて 提議す る。 •ハイ エ ルンの 开 



統治者には フォン •ヵー ルが な 0 •總 理大 fs K は ボォネ ルが なる 事を。 而 して ドィッ 國民政 府 
の 攝 政には ル ーデン ドルフ* 首相には ヒット ラ ー が 就任す る。」 

筢 對 筢命とはこの事である〇パィエルン首相ヵールもその軍司令官フォン* 0 ッソー將軍$ 
爲すべき術を失つて*ヒットラ|の提議に赞成を與へた。そして假政府の宣言書にはルーデン 
ドルフ や ヒット ラ 1 と共に 署名まで した。 その 翌日 ヒット ラ ー黨 は 街々 を 行進し* 到る 處で演 
說を 試みた。 ヒット ラーは その «下に向つて吾々の行進中に少々の抵抗が起るかも知れない0 
若しそんな事があつたとしても諸君は«對に鈇をとらぬやぅと命じた。行列は漸次進んで將校 
#館の前に差かゝつた時.1«0ビストルが音 « を立てたと思ふ間もなく行列に向つてー除の 
警 贫 が 殺 倒した。 抵抗を 禁じられた 突擊 K ti 速 捕され 卍 0 旗は 血に ょつ て 彩られた 。ヒット ラ 
1もニ日後0十1日には捕へられてしまつた〇これはヵ|ルや 〇 ッソ1がー夜の內に變節し 
て •警宵 除に ヒット ラ ー 1 味を 捕轉 せしめた からで ある。 後 ヒット ラーは 裁判の 結果 五ケ 年の 
林 ポ銅を 首 液され たが* 一年 後には 許されて 出嶽 した。 

. 1 K ヒット ラ ー が 突擊睬 を 組織した もと <の原因 >± 何處にあ 0 たかといへば.それは對外 
的意味で％なく*對内的に內 «. 沈靜の目的で4なく*1に國內共產黨撲滅のためであつた。ド 

五 九 



ィツに 於け る 共產黨 は實に 續暴 を植 めて ゐ る。 議會に 於て は 彼等は 相當の 地位を 占めて ゐる闢 
係 上， かなり 露骨な 宜傅 を平氣 で やつての けた 。首 部々 ル リン 市に 於て は ギヤ ングの 所業を 敢 
てした。 ぁる 外 _人はドィツに遊んで 9 息したといふ事でぁる0「ぺルリンは今や暗黑の都市シ 
ヵゴと 同じで t 。」 と。 でる 事情で 象が 故 K •突蠢 と 共產黨 fQ 間 S 1? 於て 
鼸時に血なまぐさい «, » が演出されてゐるといふ。 

1年間の禁錮生活 |: 送つたヒツ.*.ラーは一九ニ四年十ニ月に出嶽七許されると、直ちに第ニ 
次 ナチ スの進軍を企てた^笫一次ナチス建設の場合は非合法的行勳を取つたけれども’人獄生 
活が彼の心境に進步を促したのでぁらぅ。笫ニ次ナチス建設に當つては彼は議蠢治に對して 
は 専ら 選 舉两爭 にょつ て、 合法的 £ 權 獲得 SS ると 同時に、 突擊味 QS も 一 I 固な 確 
實な ものと して • 稾進主義をとるやぅにな 0 た*か<て彼の合法戰術は大いに成功し，選舉 «?> 
行はれる度毎に飛躍的勝利を獲ち得たノ本年三月から四月にかけての大統領選舉については眛 
に 述べた。 去る 七月 111 十一 日 Q プ B シヤ 洲議會 S 舉につ 5 ても抚 S •へた 通 OQ 大典 進を 示 
して ゐ る^ •第三 帝 S 建設を 理想と して •ぁらゆる 萬 難と® ひつ、 5 又 5 と 克服し gg 進す 
ヒツ トラ- -Q 運動、 ドィツ y 於け る フ アツ シズ ム 運動 •そは 今後の 経過に 見る 饔と しやぅ。 



第|ニ節地球全面への懷動 

旣に述 ベた やうに フ T ツシ ズム 運動は •もと ィタ リヤに *籯 した 二十世紀 初頭の 新運勖 であ 
る。 そして ィタ リヤに 於て は 完全に 成功の 範を 示した 。ムツ ソリ II 1 は 「フ ァツ シズ ムは輪 入 
品ではない。」と言 0 てゐるが、現實世界にはファツショの波動が泡き 0 、ある。それは輪入で 
はなくて 流行な のか も 知れない。 吾々 はたと へそれ が 輸入で あらう がな からう が •又 流行で あ 
るの かどう かは 別問題と して •現資 世界に 掮が りつ、 ある フ ァツ シズ ム運 動の 實 相を 眺め* そ 
れが 將來 如何に 變 化して 行く かを 見ょうと する ので ある。 

ファ ツシ ズムは 理論ではなくて 實行だ と 言 はれる。 併し 實 行の ある 所には 必らず その 因つ て 
然るべき 思想が 存在せ なければ ならない 。いふ 所の ファ ツシズ A の 思想とは 何 か？ それは 大 
局から 觀て 次の 四箇に 要約し 得られる と 思 はれる 0 卽ち第一には民族主義*第ニには統制經濟 
主義 •第三には 社# 主， そして 第 四には 行勳 主義で ある 。而 して 之 等の 思想は 政治、 經濟、 
社 # 等廣汎 なる 方面に 及ぶ t ので あるが •要するに 近代に 著しく 且つ、 祺雜 化して 發 達して 來 
た 所の 之 等の 思想が •世界に 散在す る 夫々 の 國 々の 現狀を 打開すべく •その 根底を 流れた も© 



と思考されるのである。かくあらねばならぬものをかくあるべき嫌に*其處に蒹通的に卜*两 
惫識 的に か 之を 實 行し •實 現した のが ムッソ リニ ーな ©である 0し 

フアッシズムは現代に入 0 て創められた4のではない0古く旣に存在したとの說もある0け 
れども それは 觀點の 相違では あらぅ が、 ムッソ リニー には 彼獨自 の 現代的な ものが あるので あ 
る。 この 意味に 於て フ T ッシ ズムは 彼の 創造で あると 言つ て 差 支は ない 筲 だ。 

とまれ ファ ッシ ズム 及び その 運動の 善惡 正邪は 別問題と し •又 これが 輪 入 品な り や 否や •流 
行か 否か 等は 他の 嫌會に あつさり と讓 0 て*こ1では地球全面に禳大し*躍動しつ1あるファ 
ッシズ A 運動の 地理 的狀 態を 見る 事と する。 

先づフ アッ シズ A の發咩 地 ml B ッバから 點檢 すると •本祖 の 羣 ギリシャ •アルバ 二 ャは 
最も早くその影響があ 0 てフアッショ化し、次いでボルトガル、ブルガリャ、ポーランド、リ 
ト ア U ヤ ，チ H ツ n • K B パ キア •ハン ガリ— * ユーゴ ースラビャといふ樣に小國和上携火し 
た) スペインは 旣に 終つ てを 0、 現在 世界の 政 * 迄 t 動かさぅ として ゐる ものに ドイツが あ 
妙、 オ ー スト リャは その 指導 下に 動いて ゐる 〇 フランスと イギリスは 未だ 表面は 悠 々として ゐ 
るが •前者は 1 九 二 九 年に 於て 社 # 黨の 社# ファッショ 採用 決議と な 9、 後者は 一九 三 ◦年頃 



から 漸次 その 運動が 搂 頭し、 翌 三十 I 年には 既に 一部 實行に 及んで ゐ る。 

次に アジ ヤ 方面は どうで あるか 。トルコは 莪に資行成功の域に逹し*今やアラビヤ、シリヤ、 
ケラク、 イラク •ベル シヤ 、アフガニスタンの 强弱の 差 こそ 見 ゆる けれども* 氣運灌 厚、 あるひ 
比實行に移つてゐる。支那は«に蔣介石のクーデターがあり、最近(本年もつい最近)になつて 
フ アツ シズ ムに向 ふべき 事を 明言した U インド •フイ リツ ビンの 獨立 運動には その 陰影が 極め 
て 薄い から •寧ろ これは 純粹 なる 民族 運動と 見て* フ アツ シズ ム運 動とは きり 離した 方が 正當 
である。 さて 他國樣 のことは それ 位に して 己が 住む 日本は どうか？ これは 眞劍に 硏究檢 討す 
る 必要が ある。 併し こ 1では單に現在その里雪道程中にあるといふことだけに止めて，今暫ら 
く靜親正視することとする。 

アメリカに 眼を 轉じ ょう。 先 づ合 衆國で あるが こ、 は その 名 も 合 衆國に シンボルされ てゐる 
通 0*世界人種のオンパレード*從つてフアツシズム運動等といふ事は到底考へられない_で 
あるが •本心 か •流行 か •人眞 似 か* 國眞似 かは 知らね ども、 lit 界的 時流の 大勢には 動かされ 
るものと見えて、薄々その傾向を耳にはさむ樣にな 0 た0北米では寧ろ政治的にといふょりも 
經濟 的に 動いて ゐる らしい* 南米は tt 述 した 如く 十一ケ 國中 ウルダ ワイ • n tt ンビヤ 、ギアナ、 
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ヴ H ネズ H ラの 四ヶ 0 を 除いては •近々 一兩 年の 間に 揃 ひも 揃つ て 革命を 決行して ゐる 〇 但し 
何れも 又 ファ ッシズ A にょる 革' 命では ない が •併し 革命 その％ 0 の 氣運に 到達した 事に ついて 
は •フ T ツシ ズ A |^の影 9 を見 €) がせないであらぅ0 

二十世紀に 人つ てから 今日逛 未だ 三十 年の 歲月 が* 過した だけ だのに •ミ 9 タリ ズ A だ デモ 
クラシ— だ マルキシズム だ、 そして フ アツ シズ ムだと 目まぐるしい 世相の 動きに •近 ft 人の 神 
經は 著しく 尖 銳 化して fe る。 之 等の ィズム だ 運動 だとい ふ ものが 旋風と なり •龍卷 とな o * 雜 
然混然として大渦動運行をする時に*結局落付く所は何處であらぅ？ 

大宇宙の 運行は 常に 整然として 變 9なく*その中にいく 0 4の莊嚴なる眞理を示してゐる0 
との 大宇宙の 中に ぼんの 一粒と して 存在を 許されて ゐる 地球上に 於て は •幾多の 矛盾が 繰 返さ 
れ强 行され てゐ るょぅ だ。 無限大の 宇宙から 無限小の 微粒子の 間に 存す る莊 第 な 眞理 •純 _ 
寒な美-そして圓かな善と敬虔な聖崾そこに終遊千年の生を樂しむはたぐ吾令に許された精 
# の 世界が あるの みだ。 吾々 は 地球上に 住んで 種々 なる 人間 社會の 中に f を 受けつ、 ある 0 
俗塵の 汚れに 4會 はねば ならぬ。 社 # への * 牲も 奉仕 もせねば ならぬ 。生命の 持續も 願は ねば 
，ならぬ 。結局 吾人は 苦 惬の 中に 宇 南 的 生活 •宇宙の 中に §の 生を 活かさねば ならぬ の だ。 



第一 II 章 フ アッ シズ ムの 形態 
第 |節 政治 上の 形態 

一、 隳 政治の 拒否 近来 フ アッ シズ 擡頭と 共に 議會 政治 Q 否定* 政黨 政治 Q 打破 又は 
反議會主義等の語を聞くに至つた。否事實議會政治即ち政黨政治は、今やフアッシズム國に於 
ては 打破され てゐ る。 それは 何故か？ 

後來明瞭にせられる如<、フアッシズムの思想桎底は民族主義.統制經濟主義、社會主義及 
行動主義で あるのに 反して、 議會政 治は デモ クラシ ー を 极據 とする もので あり •デモ クラシー 
は その 思想 上の 根底を 國際 主義 •資本主義 •自由 平等主義 に 致して ゐ る。 從 って フアッ シズ ム 
とデモクラシーとは思想的に反相し*前者杧於ては獨裁政治を以てその形式とするから*當然 
議會 政治を 拒否す る 事になる ので ある。 それば かりでは ない、 議會 主義が 否定せられ る樣 に &- 
0 た 原因には . « 會そのものが自らの缺點をば餘りにも多く世人に暴霣したからでもある4 
. 吾人は 議會 政治の 否定せられ る 前に •もぅ 一度 ふ o 返って！* 會政治 そ© もの ゝ姿を正視亡な 
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ければならぬ0先づィギ9スを見次いでフランス*アメ议ヵと世界に於ける代表的な4のの正 
體 を 見る 事と する。 

世界に於ける議會制度の消海地はィギリスである。從つて議會 |: 見るならィギリスの議會を 
見ょ と 言 はれる 程* 議會 制度に 關 しては 世界に 範を 垂れ、 且つ 今尙 彼等の 誇りと する 所で ある 0 
その ィギリス 議會 0 檮成 はとい ふと 議會は 上下 兩院か ら成 0、 上院は 貴族 •敎 # の 監督 •勑選 
及び 選舉に ょる 所の も© で 約 七 百 四十 名の 議員から 成 P •下院は 全くの 普 的選舉にょつて選舉 
された* 六 百 十五 名の 議員から 構成され てゐる 。任期は 五ケ 年で ある。 そして 下院は 滿ニ 十一 
歲 以上の 者には 男女を 問は t 選 舉櫬被 迸 舉權双 方と も與 へられて ゐる 。議# は每年 二月に 開 
|され、日曜 0 *祭日*暑中体联の外は年中開 # されてゐるといふ無期限制である。上下兩院 
に於ける議決權は略々對等であるが*豫算案については下院に*先議權を始めとして .# くの槿 
利がある。若し上院が » 算案について1ケ月以上その審議を延期した時は、豫算は下院の議決 
その ま、 を 採用す る。 他の 法律案に 付ても 上院が ニ 年 以上に 及んで 尙 議決し ない 時には •下院 
の決議を以て法律となる事になつてゐる。尙總理大臣は必らず下院に議席を有すべしとの « 例 
になつ てを り •それ 以外の 大臣は 上下 何れ かに 議席の ある 者は、 他院に 於て は發 言し 得ない 事 



になっ てゐ るので ある。 現在の 政界の 分野は 次の 如くで ある。 

ニ〕 保守黨 四 七三 名 (ニ〕自由 1; 七 四 名 
§ 勞 .働 黨 五一 i (四) 國民勞 働 S 一 三 名. 

(五) 無 所# 一名 

現在の 內閣は 保守 •自由 • H 民の 三黨 嫌 立で 所謂 舉國 一致 内閣 (稽 々の ィキ サッ あ を 組 雄 
してゐる。前にィギリスにもフアッシズムの影響があると言つたのは*この邊0を指したので 
あ る。 

フランスの 議會は 元老院と 代議 院の 兩院 から 成つ. てゐ る。 元老院は 代議 院議 員 •睬會 議 員丨 
郡會議 員 及 市町村 會議員 等の 中から •年齡 四十 歲 以上に 達して 代議 院議 員 選 舉 資格を 有し、 且 
っ 後 兵法の 規定す る 義務を 完了した ものを* 更に 間接 選舉に ょって 選出され た 者から 構成され 
る。 任期は 九ヶ 年で 三年 目每に 定員の 三分の 一づ 、を 改造す るので ある。 代議 院は被 選舉權 を 
有する 滿ニ 十五 歲 以上の 男子で、 滿ニ十 1歲以上の男子にょって潭出された六百十ニ名の代議 
員から 成立ず る。. 

財政 上に M する 法律案に っいては 代 議院に 先議槿 を 有する が •その他は 兩院 同等の 權利で あ 
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る。 議會は 毎年 1月の第ニ火覼日に召集し*會期はー定の時日を定めずに五ケ月以上といふ事 
に 決められて ゐ る。 

政黨は 全く 小黨の 分立 割據 である。 從つて 內囿は 常に 安定す る ことなく •一定の 政策 實行と 
いふ 事は 甚だ 困難と されて ゐ る。 

アメリカの 議會は フランスと 同様 元老院と 代 議院との 二院から 成立して、 代 議院は 人口 二十 
一 萬 一千 八 百 七十 七 人に 對 して 一人と いふ 比率で 議員が 選 舉 され •選 舉權は 年齡ニ 十歲 以上の 
者 •被 選舉權 は 年齡 二十 五歲 以上の 者で •七 年間 合 衆® の 公民で あり、 その上 選舉の 時 その 洲 
の 住民で ある 者が 之を 有する。 議 S 定數は 現在 四百 三十 五 人で •任期は ニケ 年で ある。 元老院 
議員の 選 舉 資格は 前者と 全然 同一で あるが •唯 人口に 比例しての 選舉で なく •各 州から 夫々 ニ 
名づ 、を 選出す るの 定めで ある。 任期は 六 年と されて ゐ るが ニケ 年 目每に その 三分の 一づ 、を 
改選す る j 1 * 權は 年齡 三十 歲 以上の 者で 九 年 問 合 衆國の 公民で あつた 者 •そして 選 擧當時 
その 州に 住んで* たもので なければ ならぬ。 

下院は 英佛と 同様 豫筘案 を 編成して 先議す るの 權 利が ある 0 上院は# 算案に ついて 修正 及議 
決する の權 利を 有する 外に •官吏の 任免と 對外條 約 批准 決議 權 を有つてゐる。この後者は他國 



と異る 所で あつて •嘗 o て 大統領 ゥィルソンが 國際 嫌盟 を 成立 させながら * T メリ 力が 之に 加 
入しなか 0 た «> は全くこの上院の否決に會ひ、批准を拒まれた結果であ 0 た事は*餘〇にも世 
上有名な話题とな 0 て线されてゐる。すべて以上の如き議決は上下兩院とも，議員數の三分の 
ニ以上の賛成を得なければならない。 

米國の 政黨は その 建 88以來ニ大政黨であ 0 て、この兩者は铒統的に代る代る政權を掌握し 0 
、ある。 一は 保守的な 共和 黨で 他の 一は 進歩的な 民主 黨で ある 事 も 世界に 有名な 事で ある。 從 
〇 て世界の對米外交政策が各黨の政權韋握にょ 0 て、多少變化するのは當然であるが*反對に 
T メリ 力の 對外 政策 も 又 傳統的 精神が 常に 現 はれて ゐ る。 

アメリヵの 政治 組織に 於て 立法 •司法 及び 行政の 三檨が •確然と して 分立して ゐる 事も苻 名 
な 一つと して 附言して おく。 

以上 極めて 1 W 的では あるが 議會姐 織の 代表的な ものを 見た。 而 して 之等議 會主義 者は 異ロ 
同音にいふのである。議會の第1黨は卽ち國民の典論に支按されるものであるから、これが政 
權を {奉 撞して 內閣を 姐 嫌す るのは 極めて 當然 であると。 この 論には ー應尤 0 ともな 處が ある-* 
併し これは 一の ヵム フラ 1 •シで はない か •典 論の 支援と いふ 事は 選 * が 極めて 公平 嚴 正、 換言 
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すれば 理想的に 遂行せられ た 場合に 於て は 正當で ある。 しかしながら 現代 諸國に 行は れ o i あ 
る 選 舉が •常に 餘 0 にも 不公平で あ CV •餘 9に も 茶化して 行は れっ 1ある事實は*如何に議會 
主義 萬 能 者と 雄 4 認める 事で あらぅ。 

11 • 獨 裁 政治の 要求 デモ クラシ ltt 多 歎 者の 政治 參加 を 基調と する。 從 っ て 其處に は妥 捣、 
政爭 •政黨 分立 等が 當然に « 生す る。 而 して 之 等の 妥協 •政争* 又は 政黨の 分立 等は、 自ら 事 
緩® にして 非 强カ的 結果を 生来す る“ 議會政 治と 稱する ものは 卽 B か i る 政治で ある y 歐洲大 
戰後の世界には戰爭そのものと、1九1七年の 0 シャ革命との影響にょって*著しくマルキシ 
ズ ムの«達を見た)そして社會的海 «. は極度に達し*その上に加へて經濟的恐庞が*國家を破 
錠 的 立場に 迄 導いた。 

かぅな 0 てくる-^||#政治は最早や頼0なきものとなり*8民は他に强カなる政治を « 望す 
るに 至り •國 家は 强權 ち必® とする に 至った。 議^^治の 否定！ マルキシズムの 打破！ 經、 
濟 恐慌の 打開 丨 そして 栽 力なる 政治 丨 國家の W 樓丨 それは 期せず して 國民 も國家 も 望む 
所であった。かくて生れたも0が理ヵ政治，卽ち獨栽政治であ 0 たのである。 

獨裁 政治は 英雄 政治で ある。 天才 政治で ある。 力の 政治で ある 〇 一 人の 爲す听 ょ <國 雞を打 



開し、 國運 を發展 せし むる の 力 置がなければ ならぬ。 一人の 命ずる 所ょ く 萬 民を して 首肯せ し 
め •國 民を して 滿足 せしめ •服 從せ しむる もので なければ ならぬ。 一人に 宿る 頭と 腹と 腕は • 

萬 人の 敬 仰し 心服す る もので あ り、 そして 萬 人を 動かし 得る もので なければ ならぬ。 其處に 獨 
裁 政治は 力の 政治で あ 0 •英雄の 政治で あ 0 •天才の 政治た る 所以が 存す るので ある。 

此處に 一言 注意せ ねばならない。 それは 過去の 獨裁 政治は 所謂 暴君 政治で あつた 。けれども 
現代の それは 國民 的獨裁 政治で あると いふ 心に、 換 . F 3 すれば 現代の 獨栽 者は 過去に 於け る それ 
の 如く 暴荇 、又は 帝王を 望む ものではなくて、 一意 國家の 危急を 救 ひ、 國民の 苦難を 除去し* 
國家 の繁 榮發展 のために 一身を 犧牲に する ものである。 決して 私利、 私慾 •私 望の 不純の ため 
の野心政治ではないといふ事である。著者はこゝで現代獨栽政治の事實を見る事にする。 

トルコと 言へ ばかつ ては 歐亞に またがる 一大 强國 であつ たけれ ども •今は アジャ の 一角に 七 
十六 萬 ニ 千 七 百 平方キ *1の*1弱小國としての存在となつてしま 0 た0トルコの歷史 5 : 知る者 
にとつては、心ひそかに亡國の哀れさと.興亡常なき世の相に、深き感漑を禁じ得ないであら. 
ぅ。 況ん や祖國 として その 歷史 を 最もょ く 知つ て ゐる トル n 人に して 見れば、 その 餘 0 にも 哀 
れなる 現狀に 自づ と淚 なきを 得ないで あらぅ 0 
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石 童 丸なら ずと も 「溴 は佛 のた めなら ず」 に 非 中して 淚は國 のた めなら ず* 遂に 起つべき 時. 
とその\とがあ 0 た0丁度トルコ軍が聯合軍に降伏して*そのためにョ1„ッパに於けるトル 
コ 領が 沒牧 され， その上 アジャ に 於け る 土地が 大部分 失 ふ 破目と なり •尙且 怨敵 ギリシャ 軍が： 
潮の 如く. トルコ 領へ 雪崩れ込まぅ とした 時で ある。 一世の 英雄 ケマル •パシャは 敢然と して 起 
つた。 租國の 救護！ 外敵の 擊退 1 彼 ケマルは 祖國 愛の 熱情に 燃ぇて •アンゴラに 義兵を 舉 
げ •祖國 を 救へ！ の 旗の 下にょ く 寡兵を 以て ギリシャ 軍に 當 つ た-愛 國の 血に 燃ぇる 靑年は 
陸績 として ケマルの 下に 集つ た。 三ケ 年の 苦戰 奮鬪の 後* 遂に ギリシャ 軍を 完全に 國外に 擊退 
してし まつた。 I 九 ニ 三年 十月 二十 九日 トルコは 共和制を しき、 ケマルは 推されて 第一 代の 大 
統領となつた。 

一度 大統領の 榮 冠を 獲ち 得た ケル マは 更に 活眼を 開いて 前後 內外を 見渡した。 第一 次 外敵は 
擊 退した ^しかしその後には第ニ次第三次の外 «[ が見ぇる0國內をと見れば疲弊*混亂、經_ 
恐 惊* 舊 #山積丨其處で«は先づ內政 0 改荜に全カを注いだ0記述を簡便ならしめるために 
新制度 «: 列舉すれば左0如<である。 

⑴崴— 及び 《|フ位 0 捵案 



⑵ 修道院の 廢止 
( 3 ) ア ラビ ャ文 字糜案 
⑷服裝 の 歌 化 

( 5 ) 回々 敎の 排除 

(6) 敎宵の H 民 化 

かくて 舊來の 弊風 だつ た 阐 民の 階級を 檄廢 すると 同時に、 ギリシャ 人は どし < 之を 同 外に 
移住せ しめ* 一方 國民に は 大いに 經濟 思想を 鼓吹し、 トルコ 人を して 自ら 町人と なること を獎 
勵し た。 その 結果は 漸次 產業は 大部分， 自 W 民の 手に ょつ て經營 せられる やぅに なつた ので あ 
る。 一九二 三年 ケマルは スミ ルナの 經濟會 議 に 於て 絕 叫した ** 

「經濟 的 勝利を 得るな くん ば劁の 勝利 4 畢竟は 無意義な らん ー」 
彼の外交上の成功の主なるものを舉ぐれば" 
n . 首 部 n ンス タン チノ ーブ ルの 奪還 

(2) P 1 ザン ヌ # m o - 成 ^ 

( 3 ) 民族 問題の 解決 



.七 四 

(4) 治 外法 權の擻 襄 

(5) 關税の 自治 植 

彼 ケマルの 成功は •一として 先人の 爲し 得な かつた 程の •偉大 1 ならざる はなしと い 
ふ有樣 5 あ S * そ Q 中 y 於ても 墨を ギリシャ S 略から 全く 解放し • ザンヌ 會議こ 
於て は 降伏 的の 駸菜杧 成功し •同時 •に サルタン 政治の 民 治 的. 宗敎 的樓 勢を 破壊した 事は. 恐ら 
く最とも彼の業饋の特笨すべきものと言はれてゐる。 

トル コの獨裁宫ケマルは今日尙孜々として祖國の集榮發展のために楽闘しつ\世界に向 0 、 
て その 氣を 吐いて *る。 東洋 民族が 一として 白人の 抑 思に 甘ぜ ねばならぬ 狀想 にある 時に、 我 
大和民族と 共に 世界に 向つ て 東洋 民族の 氣慨惠 せる ものは •實に トルコ— のみで ある。 こ 
の 意味に 於ても ケマルの 震には •偉大なる 力が あると 賞赞と 敬意を 惜しまない もので—。 

ドィッに 於て は 今や ヒット ラー の運動が實にか；かしい成功と、燦竹の勢威を示しつ、 «> 
る 事は 前 S •へた 如く S るが •現資 ドィッに 於て は 大統領 ヒン デン ブル グ元 帥に ょつ て •立 
派に 獨栽 政治が 行 はれで あるので ある。 そして 讓會は あつても 事 實 上ない ものと なり. 緊 
兼 J 夜 y 日 5 .S で 金 布され る狀 540 る。 I 九 1110 年 七月 Q 末、 彼； u 元帥 笤 めて 「財 无 



經濟 及び 社 會的急 迫 除去を 目的と する Wf 急 令」 を* し* その後 嫌々 いくつもの 緊急 令を 發布 s 
れたの であるが •今 その 夥しき 一例と して 一九 三 一年 卽ち 昨年の 七月 十三 日 以後 •わ づか ニケ 



月間に發布せられたものだけを示して見ょぅ** 

(1) ダナ ー ト 銀行に 關する もの 六 

( 2 ) 全阈 銀行の 一般 閉鎖に 關する もの 一一 
S 外阈 旅行者 旅券 手 數料引 上に 關する もの 三 

(4) 政治擾 «. 取締 9に關 する もの 五 

(5) 取引所 再開に 關する もの 一 
的取引所の業務速進に關するもの 二 • • 

(7) 外 國爲替 相場の 建 方に 關する もの 七 

(8) 外阈 貨幣 勘定の 支拂 方法に 關する もの 三 

(9) ドィツ 共和 國商 法改正に 關 する もの 一 

(10) 農産物 資買の 促成に 關 する もの ニ 

(11) 國內資本0逃避及脫税の防止に關するも0 四 

七 五， 




‘七 六 

g 資本 管理 會社及 納税者の 手績簡 省に 關する もの 一 
_ (13) 株式會社及生產組合の破產に關するもの 一 
, (14) 株式相場公表に關するもの ニ 

( 16 ) 私 文 發券 銀行券の 金 準備に 關 する もの 一 
§ 株式 會社 へ國家 の赛 加に 關する もの 一 

(17) 貯蓄預金勘定に關するもの 一 • 

(18) 貯蓄金 /41 振替金庫及地方自治金融施設に關するもの 一 

(19) 滯納 者の 祖我 免除に 關 する もの ニ 
( 2 ) 租稅 漘納通 漕 利子に M する もの 一 
(21) 外 阈贸易決算に關するもの 一 
£ 海 外 支拂* 務者の 妈 出に 關する もの ~ 

(23) 外 國 價權者 の 回牧獬 豫の保 躞に 關する もの 四 

(24) 株式權银行脊理及滯納税免除に關するもの 一 
右にょつて見てもわづかニヶ月問に六十四の緊急令が*»布されてゐるのでぁ 0 て*實にそ 



の 矢 次 早 やに 連 脅せられ たとい ふ 事は、 如何に 當時及 その 助 後に 於け る獨 逸が •危急 籩廹 せる 
« 情で 2> 0 たかを想はしめると同時に、 一方 亦ヒン デンプ ルグ 大統領の 獨栽 ユ“ 下に ある 力と い 
ふ 事を •明かに 認め 得らる、 ので ある。 

F ィツ K 憲法を 見る とその 第 四十 八條 K は 「公安 ト秩序 トヵ著 シク 妨ヶ ラレ 又 ハ 危險- ー陷リ 
タル トキ ハ 大統領 ハ 非常 權カヲ 使用 スル n トヲ 得」 と 規定され てゐ るので あるから、 憲法 上* 
らは毎日一つニ 0 づ 0 の緊急令を公布したからとて*大統領は憲法違反の不法行爲を犯すもの 
ではない。 がそれ にしても 前記 Q 如き 一日 又は 二日 毎に 一 つづ、 の E 令は* 全く 以て 赛君的 
態度と 思 はれる であらぅ** 併し こ、 に 一言 揷 人すべき 事が おる。 それは 獨栽 政治家と しての ヒ 
元帥 .0 人格に 0 いてのー端である。 

—— 去る大戰が体戰條約締結となつたとき、西部戰線に於てその敗北せる軍隊 4: 糾合し*各 
地に散在駐屯する軍人(ニ百离人〕を集めて，本國に歸還 3 せる仕事は非常な難仕事であつた。 
それは そ S そ Q も のが非常な難事で| 0' みでなく、敗將にとつては故國に待つものは、棘 
0冠で 2> るからであ农。然るに彼ヒンデンプルグは之を爲しつ、あ〇乍ら*ー九ー九年には 
折し も チ H ツ n • K ニ キア 軍 Q 國蠢 人を 防 K して、 戰 功を 建てた？ f が、 その 年 三月に 



f 彼は i 生活 殳？ • 1 る 事 ST ゐた？ I 。 と— が I 九 二 五 年 彼が 
七十 八歲 Q 時， ドィツ QB 狀は 危急 SQf つた q で— が、 こ© 時 彼は H 民 q 要望に 
依つ て BE 事の ために 大統領に 選ばれ* 多端 複 嫌なる 國 情を 救 ふの 決意を 定めた ので ぁる。 國 
民は安堵して彼に滿崆の敬意と感謝を表した0彼は日 0 た3 
「予は予の義務を盡しつ1ぁるのみご 

一度 大統領と なるや •公平無私 全く 神の 如く •只管に 國事 Q ために 一身を 捧げて ゐる。 

「予は 如何なる 黨派 Q 命令— かず •又 世の 人 も それを 望まざる べし。」 
「トィツ國民は協ヵ一致の敎訓を學ばざるべからず.何となれば猫ヵの中にヵぁれ «. &ク0」 
彼が 第 一 回 大統領選 舉に 際して 選 舉前發 した メ ツセ，. .ジに 

I 私の 生涯は 世界 Q 面前に 開かれた 寄 物の 樣な ものでぁる。 私は ドィツが 最も 困難な 時代に、 
私の 露を 金し、 たと 信ずる。 若しも 同じ 義務が 私を 墨、— •人種— 越して 憲法— つて 
行動す る樣 S を 呼ぶ f ば •大 抚領 とな t とを 必ずしも 辭す f? はない。 1 議す 
政治を やつて tE には 必要で— ぅ。 けれ f 最高 QS 装 派を i し •崖— 等に 货 
ふ政治をしなければならぬ0| 



..選 舉後に は 

「« は 終つ た。 私は 皆と 握手を したい。 今の 敵と 4握手をしたい。そして»_の幸顳のため 
に 努力したい 。」 I 

以上棰めて断片的な挿入ではあるが、之にょ 0 て4大統領ヒンデンブルグの*人格のー端が 
相當にぅかサはれると同時に*彼が決して暴君的獨栽者でない事が明かであらぅ。そして彼が 
如何に「予は予の義務を金しっ1あるのみ」であり、日毎に公布せられた緊急令も淡心赤誠國 
家の ための 一事に 金き るを 知る であらぅ 0 

しかしながら 一九 三 一年 •卽ち 去年 十月 七日に* 表せられた 大統領 令は • 聊か驚きの眼をみ 
はらざるを得ない。といふのは同緊急令にょると、憲法上認められた人民の自由權が完全に破 
埴せられるのであ 0 て，これこそ實に «. 暴なる4のと評せざるを得ないのであるが、1方現ド 
ィッの危殆が如何なる程度に存するかといふ事は、ょく想像し得られる次第である。 

本年 三月 及 四月 Q 大親— 舉に 於て •再び 八十 有餘歲 の 老元帥 が、 尙七ヶ 年間の 大統領と し 
て 選ばれた とい ふ 事は •如何なる 事を 意味す る ものである か、 ヒット ラ ー運 動の 猛威と 共に* 
今後の ドィッ 政界 こそ 世 算人活 目の 最大 票 的で ある。 

七 九 



第二 節經涛 上の 形態 

r 資本 £_ « 濟の瓣 » 賫本主義の經濟組雄及その弊番に闥しては此處に縷述する必要は 
ない。 

マルクス主義 者に いはせ ると、 フ T ツシ ズム は 今や 沒落 過程に ある、 資本主義 擁護の ために 生 
れた もの だとい ふけれ ど％ •フ アツ シズ ム は決 して そんな 無理解 者の 考へる やぅな 經濟 主 % に 
依るものではない。 ^ れどころかフアツシズムは、1方マルキシズムに反對すると同時に、又ー 
方に 於て は ブル ジョ T 資本主義 を 正面から 攻擊 し、 反駁す ると ころの ものである 。從來 の 個人 主 
義 •自由主義を 礎石と する ブル ジ ョア赉本主義 1: 、打ち倒せといふ經濟上の主義 €- 取るもので 
ある。卽ち從來の資本主義射會に於ては、私有財產の制度を設けて、各個人は自己の所有する財 
產は、無限に之を鑛大することが許された0而して法律は嚴重に之を保護して、たとへ » 家の檯 
カを以てしても、尙且つ之を自由に犯すことは出来得ない40とした0フアツシズムに於ては 
この資本主義と同樣に、個人に財產0私有は之 |: 83^〇けれどもそれは決して資本主義と同じ 
内容では ない』 卽ち自 中主義にょる焖人的效用を增加せしめる龙めではなくて、社^§效用を 



增加 する 爲に それは 必要な 形臁で あると いふので ある。 換言すれば 公*^ 用を 計る 方便と して 
私有財産制度を 承認す るので ある。 更に 直截に 苜へば 國家の 使命が 最高 最上の ものである 
とするのである。更に具班的に言へば、私人の財產は國家の目的のためには、自由に使用、收 
盆 又は 沒牧 されなければ ならぬ。 從 0 て その 富を 作 出す る 所の 生産 機 M も •當 然阈家 の 統制 下 
にお かれ* 且つ その 命令に 從つて 自由に 生 產內容 も變更 されな けれは ならぬ とい ふので ある。 

1般的私人の經濟を國家に於て統制するのは、單にファッシズムに限つたことで1は勿論な 
い。社會主義の經濟に於ても政府が之を行ふ事は同樣である。併し乍ら兩者には主義上根本的 
に異る 所が 存 する。 卽ち社 會 主義に 於て は 全然 私有 財產を 認めない。 そして 富の 一切は 國家が 
之を 有する ので ある。 社 # 主義に 於て は 個人は 社 # の 中に 洛解 してし まぅ けれども、 ファ ッシ 
ズム に 於て は 個人は 社 會の 中に 港 解せられ るので はなくて* 社會の 統制 下に おかれる ので あ 
る。こ、を以て資本主義の方からはファッシズムは1種の社會主義呼ばりをされ、マルクス派 
からは 資本主義 呼ばは りを される ので あるが •前述の 如く 純然たる 資本主義に あらず、 勿論 社 
俞主義でもなくて*各それ等の長を採0短を棄てて，その間に自ら進むべき1路を打開してゐ 
名 所以で ある。 



1 r 資本主義 經濟 にも 社 # 主義 經濟 に も 偏せ ざる •所謂 不偏 不傾の 經濟 上の 主 
然かも その 兩者の 長を 採 0 短を すてて •一面には « 人の 私有財産 權を認 めながら* 一面に 
は國 家の 權 威を 認めて 國家の 統制に 依らむ とする ものは* 之を 統制 經濟 と稱 する ので ある。 フ 
アツ シズ ムが 「國民 社 # 主義」 とか 又は 「國家 社 # 主義」 なる 文字を 用ゐ てゐ るの も か i る 事 
情からである。以下世界に於ける主たる國々0統制經濟についてニ.三の實例を摘示しやぅ。 

⑴ィ ギリス 

(一〕— 黨 の 統制 經濟案 

(ィ：常諛經濟政策委員會の開設英8!產業統制の組雄的な重要な地位を有する機關である。 

( 0 )經濟參謀本部大規模なそして各方面廣き範圔の調査と、建設計畫の具體的立案や献策 
等を なし. 並に 產業統 計の 總括的 見地から して、 其の 完成 及び 內外 轾濟狀 想の 組戡的 研究 等を 
C 奉る ものである。 

産業 上の 統制 活動は 以上の 如き 中心的 指導 檐 so 下に、 次の 如き 諸政 策の 實現に 邁進す るの 
である- 

(ィ)國家資«開金域を諛けて計畫的且積«的に諸種の公共事柔を實行する。例へば農業の改 



揸 •道路 港！ ^運河.節市計畫*灌班事業* « ヵ建我等而して營1^には到底損害を免れぬ如 
きものであつても*社會的に植めて^なる40とするならば，廉多0大事業を國家及ぴ公共 
團體自身が計畫的に*精ヵ的に«展させねばならない) 

( a )國 民 投資 局を 設けて 政府の 掌中に ある 全 資本の 集中 的 管理を 爲し •更に 必要 あれば 國民 
投資公偾を發行して，之にょ 0 て政府及び地方臞髖の全公共事業及積極的統制政策の財湎を充 
分 確保せ しめねば ならぬ。 

(<) 政府は 英蘭鎮 行の 有效な 統制を 通じて • 1 « 金融界に も 有力な 統制 的 進出を なさねば & 
ら 5 T 

00勞働間題の方面にも今後はー » 重大な干涉指導乃至营理を進めなければならぬ。 

: 耍す るに 政府 自らが 全國 經濟の 中心的 指導者 又は 管理者と して •各方 面に 重要なる 統制 的 政 
策を發展させ>依て以て國民的資海を動員し，又公共事業を振興し.それにょつて從來個別的 
私的 資本に のみ 一任され て ゐ た 所の 産業 活動の 能率を ば、 國民 的に 引上げねば ならぬ とい ふ© 
である 0 • 

(ニ) コー ルの 產業 十ヶ年 計畫 



八 四 

(ィ〕 議 #0 中に 常設 的な 產業統 M 娄 負會を諛 けて •姐 供 的に 最高 計畫 案を 處理 せしめる 〇 之 
t 常設 組 雄と したのは 速に •休會 中で も絕 えず 問埋 Q 處理を 可能なら しめる ためで ある。 これ 
と並んで獨立の監査機 « を設けて統制機關の活助を監視し*又批判せしめる。而して此檐«か 
ら議 # に 對 して 批判的な 報吿が 提出され る。 

( a 〕實行上の具«的統制者としては，さし當0次の檐 » が設けられる〇 

S 動力 及 運 輪 統制 雪會 石炭 •嫌 力 •ガス、 石油、 交通 掸關 等の 特殊の 基礎的 部門の 統 
制を 司る) 

?)ー般エ業統制委員會(國民投資局)先づ紡雄業とか、鐵エ業の如き特に難局に直面して 

—大 iQS 貧 會 8置3 れ K .VQ 計# 的な 打開条 CS 、 类蠢 f u 大して 行 

<o 

(C) 農業 上 0統制さし當り土地の社會化を實行する〇又農業信用の改造をなし*農產物の 
期 資を鞔 制する 專 n 委員 # 等が 設立され る。 

(4〕商業上の統制特に外》食料品の輪人*主耍原料の輪入及配給，ヵルテルの統制、協间 

姐合運動の促進、物價の統制等0 



(e) 信用 上の 統制 特に 英蘭 銀行 及 五大 銀行の 統制 並に 國民 投資に 對 する 統制， a ンドン 市 
場に 於け る新發 行の 特許 制、 國內產 業の 合理化の ための 資本 供給 等" (小島！ |1著 「日本 ft 耋 1111 
tt J 1 九 一— 一九 六 頁) 

一九二 0年代に於ける列强諸固の經濟的大恐慌をば*=ャリくと笑ひ乍ら自國のみは「永 
久の繫榮」を誇つてゐた北米も，一九三〇年代に人るや、モ>*く41轉落して列强と同じ運命 
にさ迷ふ狀態となつた〇こ <^ -時に當つてその情勢を見た達譫の當國經濟學者は、菝ひ立 0 て所 
謂統制經濟の必要を論じた。と同時に一方に於ては直ちに政治家、實際家を通じて"その實行 
運動に 取 0 か v o た。 こ、 に 於て 進歩した 所の 資本家 等は 過去の 無秩序な 生產姐 織と •不要 有 
害なる自由我爭の弊を痛感して、これが姐雄と統制とを望むに至つた0彼等は更に又產業界0 
安定の ために 金融に 關 する 公共 的 統制の 必要を 認める と 同時に、 勞働 者の 組織と その 協力と 統 
制と を 必要と して 来た。 他方 勞働者 側に 於ても 從來の 無理 想な _ 組合主義が、 何等 民衆の 不 
幸を救濟すべきカのなかつた事を切實に感ずるに及んで、一定の計畫を有する統制經濟の重耍 
なる 事を 覺るに 至つ た' > か くの 如くして その 運動 及び 統制 經濟の 要求は、 資本家 も勞揪 者 も 農 
民 も 中小 工業 者 もさて は it 吏 •サラ リー マン も •.政治家 (主 とし弋右 || )經濟學者も各姐合等ぁ 
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らゆる方面にわたって.各自に有利な主張1爲すに至ったのである0從ってその主張する議論 
も實に 千差离 別で ある。 例へ ば 統制 經濟を 指導し •實 行す る 所の 經濟參 謀 本部と いふべき# w 
の 設立に しても、 ある ものは 政府の 國家機 關に よつ て 統制す ると 主張し •ある ものは 半官半民 
制に よって 統制す ると 言 ひ、 又 ある ものは 公立の 株式 會社の 如き ものを 作っ て. 之に よっ て統 
制しよぅ.とし、或は又全然消費者のためにする監督統制機2によるが妥當である等、その歸結 
する 所を 知り 得ない 有櫟で ある。 その 中に 於て 最 とも 肯定され 得る ものは. •全米 商工 # 議所が 
特に 特別委 員會を 組織して 統制 經濟 案を 熱心に 主張した ことで ある。 

彼等の いふ 所に よれば 今日の 經濟 恐惊に 遭遇して、 自覺 した 急；^ は 何よりも 生産力と 購買力 
との大なる不均衡を克服し*將來は當業者の姐織箱働によ 0 て*かゝる不均衡の«生を未然に 
防止せ ねばならぬ とい ふので ある。 そのためには 組合 的 活動が 必要で あ 0*適當な註文 (£ 給〇 
制度に迄進出せねばならない0ところが現在のアメリヵに於ける制度では*アンチ.トラスト 
法の 規定が 存在して ゐる 0 で • | 般に その 處前を 恐れて 折角 同會議 所で 考案した 所の 姐 合 組織 
は.到底發展することが出來ない。何故ならばこのアンチ.トラスト法は爵時代のィデオロギ 
1 たる 自由 鼓 爭 萬 能に 基く 4© であるから である 。そこで 是非共 之を 適當 に改 正して 




(ィ〕カルテル協定はすべて £ 督官麽に屈出させる。而してその代り公然その活勖を承認せレ 
める® 

(こ姐合組織を締結せんとする者は、豫め監督客廛にその許否をたぐすこ矣出來るやぅに 

する。 

と 云 ふ ドィツの カルテル 取締法に 做は ぅとす るので ある 。要するに 原則としては カルテル •ト 
ラストは双方とも之を禁»すべきものではなくて*寧ろ双方共之を公認し、その代0そ0弊寄 
は撤底 的に 取締る やぅに すべきで あると いふので ある。 

右は 商工 會議 所に 於け る 主張の 一端で あるが •こ 、數年間に全米にわたつての氣運はあらゅ 
る方面に於て、統制經濟の勘きが强くなつて & る事である。その社會事業方面に於けるー例を 
あげる と* 勞働者 災害 保證法 及び 母子 保健 法 •養老 保險 等が 實 行され •.農民の ためには 嫌 道 運 
• 貧の 統制 及び 農村 金融の 保謙獎 勵 が 行 はれ、 勞働 者の 待遇に 付て は勞働 時間 法の 改正 等が 斷行 
された。 その他 最近には 高牟な 累進 的 所得税 法 及び 相繽 法の 改正 實 施を 爲 して ゐる 。之を 要す 
るに米國に於ける統制經濟は一方には生產過程を中心とする.生產の統制 $: 行ふと同時に、他 
の一方では各種の»詨にょつて消費分 £ の改造を行ひ、依て以て國家的權カを通じて從來の樂 
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產 分配の a 程を 統制し やぅと する ものである。 

次に ィタ リヤ のフ アツ シズ ム經濟 5 いて 一管し やぅ。 伊人 バア ンズは 次の 如く— て々 

「IQ 企業 Q 關す るかぎ 气 ィタ リヤ— 雲 章は、 その 11 めて— 

S 籥體—1 產 け 51 以て、 塁的 利 S 奕 Q 資力 专有 1 M . 

⑶ 生產 上 Q — ゆ I ® は ■的— 一 佃© f 的 努力と して 見るべし， 

⑶國 蒸— — Qlgli 濟的企 ssf |上1 

へ £れたる命令に對して»家に資任を負ふべきこと0 

⑷闻 S ま— 蠢 It か • If セ 若く は 固，， 

の 社 會的利 票 is れ 1 之— IQ 李。 

hQfiii、 f _ il 、 I . ——if 



ィタ” ャ では 私有財産 、個人の 自由 活動を 認めつ、 •個人と H 家との 間に 姐 合を おき、 此 0 
級 合を 通し S 民 を して K 蒸 見地 所 S 生麼從 事 t め 言と い 含で—〃 換 首す 
れ ば經濟 活動を is 制せずに* 豪 次 組合 組織を 通して 政治的 權 力と* 道 徨と敎 S 力に ょ 
つて* 人心 改造を 行 ひつ、 經濟組 織を 改善し やぅと いふので ある。 

ィタ リャの 統制經 濟は 生產を 以て 最も 主要なる ものと 爲し .國家 も 亦生產 者と しての 結合 そ 
基礎とせねばならぬといふ立場に從つて、勞働者も資本家も私共に姐合を組截し.その姐合は 
法人と して 譲 行政 Q 1 部 名す とい ふ 装に 艺れ 51 今 而し 5 働 —資本家 
も 共に？— ょ 、 fw 合.® wf 作 \ 資本— 勞礬 f 蠢總嫌 含 數は典 

業 工業 商 fif * I 部 S 數柒 じて— に 十— 限つ St れ— で—。 尙勞 
働 者 並に 雇 ii 者 方 Q _ 合が 合同して 作る 所 S 惊同姐 合が あつて、 之 も 全® がに 七 個 程 設け 
られ •勞資 が 等分に 代表者を 出す 樣に なつて ゐ る。 

さて 之 等 Q 姐 合 S 能 は 勞霞 係を 統制し* 殊 S 同 整 SIS 曾 約を 促進す 备極的 義務 
を負檐 して t ?—。 傭 翥 Qsa 合 a * 生囊 術® 完成* 生產 5 低下を 促進すべき 義務 
I ふので ある。 而 して 此の上には 姐 合 大臣が あつて* 馨權 を 行使す る 外に •その 最高 络問 
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檐關 とし SI ® 委貝會 が— ご Q 营會锰 置 ts 霊 S 府 S 吏. 消 賢 

組合 代表者 等を 以て 組 雄せられ、 If 經濟 統制の 金 謀 本部を 形成して ゐ るので ぁる。 從つ 

て 此の SS 非常 y 主要なる 役割を 有す fQ 2 るかち* 以下 少し 4 ©欉 限 5 いて 述べ 
て おこぅ® 

⑴ 顧問 的 職能 

(ィ〕 協.^ 組<‘ 度 並 C 國家 的生產 Q 必要 ^應 じて* 勞 jg 寒 章に 描 げられ た 各種の 原則 
の實現 及び その 統一に 關する 事項、 

(0〕 康 並§忽統 制に 關 する 事項 5 S 5 律 Q 主 皆に 從つ 5 £ 律を 規定し* 或は 
規則を 制定す る 事項 

(ハ.} 組合に ょる 各種 S 利益 Q 保護. 又 S 家 y ょつ て 姐 合は 委任せられ た 公共 利益に s する 

事項 

( o 姐 合 的 結合の 扶助 的 活動に 關する 事項 

(ホ〕 生產 文化 並 S 術 Q 完成® 絡 向上 § ^ す j 〇$| 同 整 n 機 S 活動 K 關 する 事項 等 
⑵ 規定 的 職能 




(ィ〕法律的に認められた姐合的結社龙に其補助機»乃至梅同組合檐關によつて行はれる扶助 
的 職能の 連 i に M する 規定の 作製 

( IO 一九二 六 年 四月 三日の 法律の 精® によ 0 « 體捣約 乃至 其 他の 手段に よつ て 確定せられ た 
勞働關 係の 各種の 規定を 連絡 統一す るた め* 並に 協同組合の 規定 的 活動を 連絡 統一す る爲の 規 
定の 作製 

(ハ) 法律上 認められた 組合 的 結社に よつ て 代表せられ た 生產の 各種 類 間に 於け る 集合的 經濟 
關係を 規定す る爲の 規定の 作製 . 

以上に あげた 様な 規定の 適用に 關 する爭 は勞働 裁判官の 管轄に 馬して をり •勞働 栽 判官の 職 
能は 經濟關 係に 迄 も擴大 せられた 卩 

要するに ィタ リヤの 統制 經濟は •その 私有財産制度と 個人の 經濟 活動の 自* を 認め* 而 して 
階級 對立の 事實 を一向秘蔽する事なしに、積極的にこの事實を國家組織の中に織0込んだ所に 
諸國と異る一特色を有するのである。 

• 第三 0 社會上の形態 
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, 九 ニ ， 

- 封建 盼措 級の 梓梏 から 解放され た 近代 人 大衆は •ゎづ か數 世紀 後の 現代に 及んで 再び 別な 章 
味に 於け る 階級 的壓 迫に 接觸 する に 至つ た。 前の 運動は 人間の 自由 平等 及國民 自治の 主張と し 
て 現れた。 今の 運動は ( 7 ァクシズ*0民族(國民)の解放運動であり*僧級：牛和運動である0併 
し 今の 運動は 前の 解放 運動の 成就した 時代から 直接に 起つ たのではなくて、 その 間には 社 # 邐 
動としての擀級鬪爭時代があ 0 ,^2\換言すれば前の運動はデモクラシー出現への運動であ0、 
今の 運動は フ T ッシ ズム 出現への 運動で あ 0* 而 して その 中間 的 運動が 卽ち マルキシズム 運 助 
であつ た 0 . 

周知の 如く デモ クラシ ーは 個人主義 •自由主義で ある 0之がー度經濟方面に及ぶと相端なる 
自由菝爭とな 0 て、遂に小數の大資本家有產眯級ち大多數の勞働者、無產 ^ 級とを生ずるに 
至る® かくの 如くに して 資本主義 經濟社 會が 極度に 發達 すると •そこには 有產無 產の 甚だしく 
懸隔ある階級が « 生する事は又見易き事であ0*事實かゝる社會を現出した0そして自らに產 
ある者資本家險級は*社會上すべてに優越の地位を獲得して*人間としての好ましき何事をも 
爲し 得る に反して •大 多數 の產 なき 者勞働 者除級 は •常に 社 # 上人 間と しての 生活 意義 さへ 果 
し 得ぬ 狀態 に おかれる。 而して かゝる 差別の 依つ て 起る には ••勿論 倜 人的の 才能. % 力* 塊 遇 



« 種々 なる 原因の ある 事は 見逃せない としても、 そこには 同時に 社 # 上の 多くの 缺陷が 存在し 
てゐる 事は •世人 一般の 認めて ゐる通 0 である。 單に 經濟 上に 於け る 有 財 無 財の 差別の みで な 
<* それが 原因と なつて 社 # 上に 於け る あらゆる 方面の 差別を 當然に 甘受 させられる。 その 具 
體的舉 例は 此に必 •要の ない 事で あらぅ へ。 

マルキシ*ズムはか、る經濟上の矛盾と»迫から出#して*社會上政治上の問題に迄發展し 
て、遂に有產無產の階級 » 爭運動となつた。マルキシズムには否定し得ない正論があらぅ。併 
しその運勖*その實行手段には所謂_爭のための__がありはしないか。 

資本主義は有產擀級を利し*資本家を擁篇する所に多くの*/><と，父><を生んだ。マルキシ 
ズ ム は無產險級の«展と有產陏級に對する挑戰とにょ 0 てその歪曲を*した。 

こ、 に 於 本 主 _ Qf 採 of ? •同時に マ ； S 之 正し— 取® 歪める を 捨て 
1*最とも嚴正に實際的に中間的に*適正な社會を建諛せんとするものがファッシズムである 
0 である。 ^ こで ファ ッシ ズムに 於て は 當然に 社 # 的 •階級 的には 中間 辟 級の ィデ ォ n ギ—を 
_石とする以この事はファッシズムの * 里ムッソ**' =1にしても.今やその運^^世#現視の 
的と なつて ゐる ヒット ラ 1 にしても •明かに 認めて ゐる 事で ある。 マルキストを していは しめ 
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ると，中間味級はやがて滅ぶべき運命におかれてゐるものである0この供級はブ 0 レタリヤと 
プル ジ m ァ との 間に あつて、® に あやふやな 存在で ある， 今や 資本 產の金 達 企 共に ニつ § 
級は 高度に H {立して* か、 る 中 g 的搭級 Q 存在は 之 t 許^! なくな 气ブこ タリ ヤ ©級 か プル 
ショァ格 « か.何れかの態度を確然とせざるを得なくなる0然かもブルジヨァジーの限0なき 
8 展は •中間 除 級を して 結局 ブ B レタ SS ァ丨ト S ひ 落” もの だとい ふので—, 

併し 果して マルキストの 言 ふ 如くで あらぅ か？ 事實中間睹級の存在は嚴として動かないで 
はない か 。現實中間險級ィデオ 0 ギ1を嫌石として勇ましく篷頭し、目醒しく活動を績けてゐ 
るフ アツ シズ ム を 見るべき ではない か 0 

資本主義 か？ マルキシズム か*- それとも ファ ツシズ A か？ 何 1は時が將來に解決をす 
るで あらぅ。 



第 四 車 フアッ シズ ムの 思想 

第一 節國民 主義 

r 民族主義 今 地球 面 上には 大小 强 弱を 合せて 凡そ 一 百內 外の 國 々が 存在して ゐる 。そし 
で 之 等の 國 々は •或は 一國 一民 族なる あり •又 一國 歎 民族ょり 成る もの 等 •國 家と 民族との 關 
係に ついては 種々 _多 なる 樣 相を 示して ゐ る。 

國に 大小 强弱 ある 如く 民族に も 又 優劣 多少の ある 事は 自然の 勢で ある。 そこで 優は 劣を 制し 
强は 弱を® して 國を 成して ゐる わけで あるが* 併しながら 過去の 劣 必らず しも 今日の 劣では な 
い。 過去の 弱 も 又 必ずしも 今日の 弱では あり 得ない。 それは 恰も 個人が 時と 境遇との 關係か 
ら •ある 時期の 間 上下の 社 # 的 地位を 保ちながら、 個々 の 人々 の 努力 修養 等に ょつ て •他の あ 
50 孅會に 於て は 全然 その 地位を 轉 供す るに 至る と 同然で あらぅ。 過去に 於て 劣 位で あり •弱 位 
であつた民族が*その民族的努カと自覺にょ 0 て豪次向上し*展し.やがて優位强位に到達す 
る 事の あるは 理の 見易き 次第で ある* 
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同じ 血の 流れを »む自分達、同じ風習に生活する自分逮.そして同じ苜葉を語り同じ文化と 
M 史を 通じて 發逮し 来た 自分 達と 人々 が 感ずる 場合には •自分 速 •仲間は 他の 血統 •異る 風 ^ T 
相違す る 言語 •差異 ある 文化と M 史の 中に 進んで 来た 人々 達とは、 別な 人々 であ 0, 種族で あ 
り民族である事を自覺する' 

かくて 自分 達 同 民 埃は 事實上 ある 一定の 土地に 住み •一つの 固 家を 構成して 同じ 政治 組織、 
經濟姐 雉の 統制 下に 愈々 向上し 發展し •共に 苦樂 を 希 ふ ものとの 自# と 希望と が あるなら ば. 
そして そこに 若しも 右の 如き 希望が 否まれ 妨げられるならば- 當然 自分 逹民 族の 解放を 要求 
し •これが ために あらゆる 努力を 捧げる に 至る であらぅ。 この 民 埃 自決を 主義と なす ものは 所 
讀民挨主義であ0、この主義の達成のために種々なる方法 5: 金して、之を«現せんとするもの 
が卽ち 民 埃 主義 運動 又は 民 埃 自決 運 助で ある。 

元 來民埃 自決の 運動には 二つの 種類が 办る やうに 思 はれる。！ は 植民地の 獨立運 勘で あり、 
他の 一は 祖國 の獨立 運動で ある。 前者は 旣に 第一章 第三 節に 於て 述べた 所の 印度 •フイ リツ ビ 
ンを 始めと して •其 他べ ル シヤ •イラク* ケラク •アラ ビヤ •アフガニスタン、 H デ ブト 等に 
毙 る獨立 運動で あ 9 •後者は バルカン 方面に 於け る ギリシャ •プル ガリヤ 、ルー マー ーヤ •アル 







パ- - ヤ * *1 ゴー •スラ ビヤ 等の 諸 B 及び 中歐に 於け るオー スト 9 ヤ 、ハン ガ 91、 チ エツ n . 
ス a パ キア •ポー ランド 等の 諸 «に 見る 運動で ある。 而 して 後者 卽ち m K 運動には： 史にニ 種類 
ある。 甲は 他の A 民族 内に 統一せられ ゐてる B 民族が •その 統治 下から 分離 獨立 して B 民族 本 
来の 祖國 七 作らう とする 運動で あり •乙は 現在 I 獨立國 として*^ してゐ ながら* 內憂 外患の 
危«に赶面して，此處に祖國を守れの爱國運動にょって，その內憂外患を征服し*あはょくば 
他に 植民地 迄 も 獲得せ ん とする 運動で ある" 甲に® する ものは 前に あげた パル カン 及 中央 m 丨 
**ツパ諸國であ0,乙に屬するものは所謂今日フアツシズム運動を爲しつゝある諸獨立國に見 
.らる > ものである。 

民 埃 運動には 正否甬 揉が 存す る， 從つて そこには 又 幾多の 矛盾が 平氣で 雄 返されて ゐ る。 が 
併し 此處で は 今 そんな 問題を 考究して ゐる 閑は ないから、 直ちに フアツ シズ ムとの 關係につい 
て 一言し ょう。 

一例と しては フ アツ シズ ムの 祖國 ィタ リヤを 見る 0 A ツソリ 一一 1 はかつ て 「フ アツ シズ ムは 
私の 心 胸のう ちから 生れた“ そして 一九 一九 年 三月 ミラノの 小 # 堂に おける 集 # のうちから 生 
れた 。否 我々 地中海 アリ アン 民族の 深邃 K して 永逮 なる 要求のう ちから 生れた 0 」と言つた。こ 
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办莒 葉に ょつ て も 明かなる やぅに、 フ ァツシズムはイタリヤ民挨主義であるーそしてファツシ 
3 運動は 卽ち イタ リヤ 民族 運動 卽ち イタ リヤ 民族 運動で ある。 イタ リヤ 民族 運動 即ち ファ ツシ 
ョ 運動に ついては* 旣に 第二 窣に於 て 述べた から、 次に イタ リヤ 、フ ァツ シズ ム の 本質に つい 
て 簡明に 示す こと、 する。 

-民挨 主義は 本 來一國 一民 族を 主義と する。 從つて 勢 ひ 近囊 達した 所の 所謂 网際 主義に 反對 
する。 そして 純然たる _ 家 主義を 主張す so 又棰 端なる 社會 主義に 反對 する， それは 階級の 存 
在を 認めて そ QSI 爭皇 張す るからで—。 民族 主 5 於て はか、 螽級主 賢 排斥して、 一 
國一 民族を 主張す る 。換言すれば 學生も •靑年 も •有產 者 も. 無産者 もす ベて 國民 として 一 律 
平等に 取扱ぅ とする ので ある。 又フ ァツ シズ ムに 於て は 從來の 如き 議# 政治を 排斥す る 0 それ 
は 一政 黨の 黨利黨 略を 主と 爲し易 い 政治 だからで ある。 それょりは ファツ シス タの獨 裁 政治を 
理想と する ので ある。 又フ ァツ シズ ムに 於て は國 家の 利益を 本位と し 第一と する。 從 つて 個人 
の 利益を 輕 く 見て、 闻家の 必要と あら ば 時には 佃 人の 利益は 之を沒 收も行 はれ •又 徵發 も敢て 
爲 される ので ある) 而 して その 最 とも特 後と すると ころは 行動で あり* 力で ある" 行 s を 去 
办 * 力を 除いては ファ ツシ m はない ので ある。 イタ リヤ 黑シヤ .ツツ 軍は 實に そのための 存在で 




t > . る 0 である® 

11 ' i _ それは 換言すれば 祖國 至上 主義で ある。 端的に 言へ ば祖 國のためにといふこ 
とが_民主義の棍本觀念である。\祖國とは言ふ迄もなく佃々の人々0 « する國、然かもそれは 
« 々の人々の祖先も兩親も自己も皆同一の國土に生れ、そして同ーの國土に死を遂げて行くと 
ころの 國+ 一で あ る。 別 すれば それは 自己 Q 逮 い/、 先 租が國 を 開いて 以來 、累代 § 民 がそ 
め 國土 の發展 向上の ために 協力し •努力し •外敵の 侵寇に 會つ ては 身命を 捧げて 之を 防 架し つ 
、護つ た S そ QJ で— - それ 故 S 民 主義に 於 551 全し、 J 精華— 揮し 
をの 傳斩を 擁護し、 その 文化を 宜揚し 更に その 金展を 期す る ことが 拫 本の 思想で ある。 

それなら ばか ゝる國 民 主義は* 常住 不断に 國民の 精神を 支配して ゐる もので あらぅ か 否かと 
いふに *- それは 或一國 家が ある 機會に 於て 他の 國家か ら *何等かの £ 迫乃至は侵略等を受けた 
場合に 於て •鬱然と して 興起す る ものである。 か i る 侵略と か壓 迫と かいふ ものは、 常に 必ら 
ずしも武カ的乂は政治的のもののみとは限らない0ある場合には思想的なこともあらぅし*又 
ある 場合には 經濟 的な こと も あらぅ 。併し 國民 主義は それ 等の 何れの 場合た るを 問は ず •少く 
とも祖國0獨立*安岑*«統*文化等が危險に遭遇した場合には、奮然起 0 て之を排擊し、退 
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去せ しめて その 國禍 から 祖國 を 防瘡 しょうと する 4 © であ ^. Y 之を 客觀 的に 見れば 消極的で あ 
る •受動的で ある。 逆に 言へ ば 他を R 迫せ ず* 他を 便 略せざる 主義で ある。 併し それは 本来の 
主義' 板 本の 主義では あるが •時に 進出を 餘 « なくされる 場合が ある。 例へ ば ィタ リャの 如く 
その 國土は 他© 諸 國に 比して •餘 0廣からざるに*人ロは非常に多く且 〇 自然的富源に乏しい 
とすれば、勢ひ國民生活の安定、窗«獲得0必要は自然に起らざる «: 得ない〇ある程度の植民 
地は絕對的に必耍となる。 

必要は 必らず 通 ぜし める ものである > そこには 力が いる 〇 力？ それは 女 45 力！ 經濟 カー 
思想 力！ 科 學カー 武力！ といつ たやうな 各種の 力が いる。 その 何れに もせょ 揉 載 的 立場 
であることは明かである。之を加へられる乙國傾からすれば實に隳迫であ0.時には侵略でも 
ある。 晷 の 現 野を かう 撰げ て 見る と 第二次 的には- 國 民主 義轰積 保 的 能動的と なる ので あ 
る 0 從つてこ、にも又反國&主義*反父><主 || 、反><><主義、反社會主義とい 0 た思想が淹れ 
てゐる ので ある。 

(1) 反 » 際主義卽ち！1際 || 爭主義國睽主装 1: 主張する人々はいふ0國民主義はーの實に危 
Mr なる 思想で ある。 なぜ なれば それは 祖 S 至上の 親 念で あり •祖國 本位の 行動を 取る からで あ 




る。 それは や、 も すれば 偏狭なる 所の 爱 國 心と なり •そして 自 _ 以外の K々 K1 對し ては！ I 侮 又 
は 憎悪と な 0*遂には他の_家 |: 征服し*他の民族 «: 棒取して*ひと0自國の富强を〇み計る 
ところの傾向を生み易い。卽ち國民主義は結局する所國民的利己主義で 2> る。それ故にこの主 
義は同 際 平和を 破り、 K 際 協調を ft す ものである。 國民_ それは 憎むべき 國際 平和の 敵で あ 
ると •そして 阈際 主義 こそは 、園家を超越した所の全人類の寧鼷と利益を以て’第一義的原理 
とする もので あつて •その 根本® 念は 「全人 類は 同胞で ある」 から それは 國際 間の 平和、 協調、 
そして阈民相亙の親爱を髙喁する、高 .〇| 深逮なる理想的のものであると0 
國際主義には理論として取るべきところはあらぅ。が併しそれは恐らく理想であり*永久 £> 
理想と して 眺めら る V もので あ 0 はせ ぬか" 著者は 棰めて 卑近なる 一例を 示す に 止めよぅ" 

今 此處に 甲乙丙の 各獨 立した 家族が あると する。 そして 之 等の 三 家族は 相互に 相當の 利窨關 
係に於て、表面的には普通並みの交際が««されてゐる。今若し甲と乙との間に相反する利害 
問題が 起 0 •次いで 乙 丙 間に •又 甲 丙 間にと か、 る 問題が 時々 嫌 返される 場合に、 之 等 2- 乙 丙 
の 常に 相互に 相反す る 利害 關係を 有つ 家族達は、 國際 協調主義に 滿 足して、 果して 「全人 類は 
同胞な り」 否 「全家 埃は 同胞な り」 0 精神に 進み 得られる であらぅ か。 然かも 甲乙丙は 全然， • 
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鹿 統 * 言： 諸 •風俗 •習慣、 文化 等を 異にする としたら どうで あらう か。 多くを 語らず とも 讀者 
諸贤の想像にお任せしやう。況んや阈風，人類、歷史、言語、風習*文化等を異にする各國民 
が* 複雜 繁多なる 國際關 係* 利害 關係の 間に 於て 「全人 類は 同胞な り」 を 現前に 實 現し 得られ 
やう か。 

人類の 生活は 阈家 生活に 於て 最も 完全で あり •理想と 爲す ものである。 若し それが 眞實 であ 
ると するならば、 人々 は自國 の發展 .自國 の 繫榮の ために" そして 自國の 傅 統 •文化 •精華 
の保全發揮に最も忠實に且つ眞劍である笞である。國民主義はそこに眞理が存在し.极本 « 
念が 蔵され てゐ る。 S にや 國民 主義は 自國の 發展を 主張す る。 從 つ て 自ら 阈際 主義に 反對す 
る 0 

ファ ツシズ ムの 根底 思想は 國民 主義で ある 。從 つ て 反國際 主義で あり 國際岡 爭 主義で ある。 
そこには 常 然第 二次的では あるが 好戰的 傾向が 現 はれる。 「平和と いふ 言葉は 美しい 。けれども 
大砲 や 軍艦 や 機關鈇 や 飛行機は 更に 美しい」 •「ファ ツシズ ムとは血に充ちた思想と行動で <> 
る」 とは ムツ ソリ -1 1 の 言葉で ある。 

ヒツトラ|は日ふ「我々は再び武裝することを欲する。子供の讀本から大新 «| に至る迄-す 




ベて が 唯一の 偉大なる 任務© ために 役立てられなければ ならない。 愛國 者たち の 心配が 最 A •も 
幼い 若者たち S 腦？ ちで •次？ ぅな 熱烈 备 りに 4 で 一} る？ に 全能 Q 神ょ、 われ 

等の武器の未來に祝鎘を與へ給へー」 . 

( 2 ) 反陴級主義卽ち國内階級平和主義.フアツシズムに於ては闽際主義に反對するのみでは 
なく •又附 級阈爭 は 絕對に 之を 抹斥 する ので ある。 それは 國民 主義を 极底 とする 以上 國內に 
於て防級的利益のために闘爭するが如き祺は*當然に棑擊せられねばならぬ。從つてフアツシ 
ズムに 於て は マルヤ シズ ムには 之れ 亦 絕對的 反對で ある。 否フ アツ シズ ムに 於て 階級 闘 爭を排 
斥す るに 至つ た 原因は •マルキシズム 擊滅 ょり 曲來 する こと 犬なる ものである。 それ故に フ T 
ツシズムに於ては、プルジョアもブロレタリアもない。之を認めない。國民はすべて平等ー « 
である o ムツ ソリ 日く 

「我等は階級の代りに國民全體を篮きかへねばならぬ。ブロレタリヤの代0に全ィタリヤ人 
を おきかへ ねばならぬ j 戰 士と將 官と •事 生と* 育 吏と* 實業 家と* 知 譏 階級と* 都市 及び 田 

舍の勞 ^ 者との總ての阑民をフアツシヨの下に結合せねばならぬ。」 

• • • • - • . 

ヒツ トラ 1 日く • 

10 三 
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「ドィツはプルジョアたることを認むも〇にょ 0 てではなく*プ„レタリヤたることを望む. 
も0にょつてでもなく*たぐドィツ人たること |: 望むものにょ 0 てのみ打ち建てら1ねばなら 
ぬ. P 「ドィッを分裂に導くマルクス主義は«滅しなければならぬ？國家©カを弱めることを试- 
する もの だけが 險級鬭 爭 を望むことが出來るど 
大英國.の首領マクド大ルドも*今や舉國一致内閣を姐織して縱横にその腕を揮 0 てゐるが丨 
そ0組閣に際しては彼の多年 « 用した所の「無產階級」なる苜葉を一娜して「國民」なる語纪‘ 
以て おき 代へ たと 言 はれて ゐる。 

(••) 反 資本主義 及び 反 自由主義 フ T ッシズ A は 除 級闢 爭を抹 斥す る 從 つて 又 當然に ブル 
ジ ョ ァ X X 主義を 眞正 面から 攻撃し 反對 する。 第三 寒 第二 節に 於て 述べた る 如く ファ ッシズ ム 
は私有財產 5: 容認する。けれどもこれは從來の資本主義の如<.私人の效用を增加するためで 
はない。 凡べ て it 會的 S 家 的 效用を 增殖 する 上に 容認した ものである。 それ 故 ナチ スの 網領に 
見るも、不勞所得の典止*利子乂><制度の打破*戰時ス><の沒收*大經營の父><の分配.トラ 
ストの國有*大商館の公有化*公咐0ための土地無償沒牧.地代の麋止*1切の土地投機0靡. 
止等をキ：張してゐるのである) 




一 ® 資本主義なる もの— 一 Qi は營利 主義で—。 それ f たと へ W 利 民？ 增 進す 
るが ために は 大いに 有用で なければ なら® 箸® 財貨が* そ.® 所有者た る 資本家 和 怒を 滿足 
する 爲 でなければ 之— 用す る 事が 出來 5。 それが 如何に 1 に 有—?、 國家 生活 
に 必要で— とし f 苟毒利 QH 的 に 合致？ る f 資本は 如何— 事 葉に 4 下され 
ない。反對に國民の風紀"道德、術生上に如何に有害なる事業であ 0 ても、若しその事業そ9 
ものが 營利 Q 目的 K 逋合 するならば、 直ちに 之に 向つ て 投資せられ る® である。 これは 國家 生活 
國民生活、 乃 1 、同 S 活上 tss ましから isf II? あらぅ。 

資本主義 第二の 根底は 自由主義で ある。 否眞の 自由主義には あらで* 自由放任 主義で ある 
卽ち 資本 S 観に？ sfisf 爲すこ t* 又 如何— 議篇 f 如何なる 
數量丈 生產す t 而 して そ Q 生 產品基 何の 憤 格に ょ づて蜃 取引す る も •一切 個人の 自山 
である Q で t。 生產 分配が 俩人 Q— で— 2 で妄 S。 雲 志 問題に して 气 勞勸赁 
金は 霞 者 Q 生活 J 礎と して 盏 されねば なら S に、 それは 一向 顧ら れ中 して 資本家 供 企 
業者 Q 利潤 女 先づ考 HI した -M で 定められ •そ S 货 金® 不服な 解® 又は 失職を 餘 依なく^' 
れねば ならぬ) 換言すれば- 勞锻 者は 全'^ i 者 供の 自由に 奴 儺と 4 なり. 解雇 もせられ ねばなら 
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ぬ。 家主と 借主と Qg 係に しても 同樣で t 。 又 此處に 例へ ば 其 日の 生活 資料に も 雲を 味は 
はねば なら 2 貧闲 者が， q るに も： ||| ら ず* 一 方 S 不勞 忙して 多額 © 所得を 以て、 矮奢 三味に 日 
を送4金持があるとしても、それは各自の自由であるからといふので、手の下し樣もないので 
ある。 要するに I 切 Q 私蠢上 Q 行爲は 全然 個人 Q 白 由に 放任され てゐ る？ あつて； そこに 
は著 しき 矛盾が 存在して， <3 る Q で—。 か は 現代 QI * I 生活 5 多く 
して 益少 きは 明かで あらぅ。 

フ アツ シズ ム はか、 る 望ましから 5T そして xg 充てる 資本 主 8 濟機播 •換 f れば個 
人 Q 營和 主義 自由放任 Q 鼓爭 主義は、 最とも 之を 样斥 する ものである。 そして か、 る 經濟姐 
? 代りに 總 ての 事は 國 家の 目的を 第一と して 統制され なければ ならぬ。 國 家の 使命を 以て 
至高 最上？ Q と爲 す？ —。 それ 故 § f 的 Q ため S 個人 Q 富 も 削？ られ 、時には 
沒收 もされなければ ta 。 從 つて I 作 出す る 所の砉 蠢气又 is 制 下に おかれね 
ばなら ぬと する Q で—。 こ、 § ち國裹 制の 經濟. が 誕生す る §1, . 

⑷國產 制 雲 主義 S ち i 計蠢辇 義 iQ —1 するとい ふ—“ 

f 7 アツ. Nf に 限られる わけでは ない。 それは— 主義 1— 姐 織に 於ても 政 任 



が之を行 0 てゐる。併し乍ら後者に於ては始めから私有財產制を認めずして*總ての富を國有 
とする Q で t " それ故に 社會 主義に 於て S 人 中 K 消去され るが •前者 卽ちフ アッ 
シズ ムに 於て は 個人は 社 會の 統制 下に おかれる だけで ある。 

阈民 主義は 各自の 民族 闻家の發展と繁榮とをその終局の目的とする。资本主義が過去に於て 
团民 主義 QS 的に 合致し 得た 場合には* 之 t 採用して ゐ た。 併し 今 5 本 主義は 却つ て國 民主 
S 障害と/ u そ なれ •そ Q 重 繁に職 する 所 i み 得 31— つた。 それ どころ ではな 
い0國民主義は最早や資本主義とは相反する經濟原則と手を握らねばならなくな 0 た。個人主 
義 、自 1 裒 則に 代 1 盡唐的 •味— 嚣 原則が 採用 f れる S つたの 

である 0 

統制 經 甲 それは 平たい SS へば、 ー國內 •に 於て 一人® 失柔者 もな く、 一人 も 貧困 者 
もな く •不景 氣も なくして、 一人の 食へ ない 人 もな くし やぅと する 經濟 上の 運動で ある。 それ 
が爲 には 資本 主 蒙 ifss く 個人 S 利 本位 •個人 Qe-a 本位 美して 公益 本位、 震 本位を 
基準と して— が S 上 sf 樹 て、 之. か 統制を 行 ひ • i 的に 合理化し t とす— 
る。 それ 故 統制 S 身なる 語の 陰に かくれて* 個人が 自己の 經營 する 營利 事業を 計畫 化し 合理 
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IC A 

化し 統制 化して 現在ょ 04*ょ0'以上に勞働者を » 取し*又勞働者 © 失業 {: 招來せしめて， 
自分 一個の 利益を 2 しやう とする が 如きは、 撕 じて 統碧濟 ではない ので ある。 それは 統 剩 
經濟の 假 面を 被る •現代 ft 食の 認容せ ざる 所の 最％ 僧むべき 悪鬼と いふべき である 0 
(>) 諸 主義の 異同 

C ィ〕 以上 述べ 来たつ た 事に ょつ て フ ァツ シズ- 4 は先づ 民族主義で f 國民 主義で— 事が 
明かに なつた わけで あるが* それなら ば 民族主義と 國民 主義とは •どこ i 別が— のか. そ 
れとも同事異名なのか、之を明にしておく必要があると思ふ0さて民挨主義といふのはー國ー 

民族、 換 f れば I 一つ SIQ 下に f •而 して そ Q 國蠢 f * 全く自己 民蜗 

KH つて 確立し やうと いふので ある U 卽ち他 民族の 支配から 解放され て 自己 民族の みの 國家を 
獨立せしめ，依て以て自己を支配して行かうといふのである0それ故若しさうした希望をさへ 
達成せられ るなら ば • & «6 の如きは立憲敦主制であらうと*立憲民主制であらうと、又は專制 
政治で あらう とそん な 事は 別に 問 ふ 所ではないので ある。 ファ ツシ ズムを 採る か* 共 產丰義 に 
ょるか、資本主義を採用するか、そんな事に » はりはないのが民族主義である。 

國民 主義は 第一 次 的には 祖 H 至上 主義で ある 〇 祖國の獨立を保全し精華を « 奪し* « ^ |: _ 




_ し •その 文化を 宜播 ずる ことが 供 本の 思想で ある。 而して 第二次 的には 國家 の發 展繁榮 を B 
的とする。從つて單に國家の獨立保全、傳統の嫌謹のみでは勿論ない。進んで自國民の世界的 
金展、國外への進出を企圔するものである。それ故に當然原則的には國際主義と相容れない。 
それは 自由主義 的 B 際 主義で あらう と* 社 # 主義 的 K 際 主義で あらう と •要する 所國際 主義 そ 
0 ものと 相反す る 主義で あるので ある。 

民族主義と 國 民 主義との 差異は 以上の 說述に ょつ て 分明す るで あらう。 フ アツ シズ ムは寘 に 
この双方を毡含する。それ故往々その！方卽ち民挨主義を以てフアツシズムを表現し、又は國 
民 主義を 以て フ アツ シズ ムを 表現 せらる、 事 ある も •それは 決して その 練 粹なる 煮義に 於ての 
一方を 意味す る ものでは なくして， たと へば フ了ツ シズ ムは 民族主義で あると 言つ て も •その 
中には國民主義が包含されてゐるものと解すべきである〇ムツソ9ニ一0「フアツシズムは私 

の 心 胸のう ちから 生れた。 我々 地中海 T 9 アン 民族の 深邃 に して 永遠なる 要求のう ちか 

ら生れ た。」 といつ た 事 も 以上の 如く 解して こそ 眞の 意味が 了解 せらる、 ので ある。 

( " 序ながら » 家 主義と！！ 民 主義との 關係についてー首しておこう。國家主義といふのはす 
ぺての事柄を國家本位とする主義である。卽ち_家の寧福*!*家の名 * 、國家の昀上等を第1 
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義と して 思想し 行動す る 事を 原則と する 主義で ある* 更に 之を 具 傾 的に 言 ふなら ば* すべての 
個人や階級は先づその個人的班望や階級的利益は之をすて、顧みず*第一に國家のために奉仕 
し犧牲 となる ことを 主義と する ものである。 國民 主義は 第 I 次 的には 祖國 至上で あり •第二次 
的には 世界的 發展 を 主義と する ものである。 それ故に H 家 主義は 國民主 義の 中に 包括せられ る 
4のと言へょぅ.-換言すれば_家主義と國民主義とは同一物の兩面にすぎない0前者は對內的 
統一に 主 K を おき* 後者は 更に 對 外的 # 展 i : 期せん とする ものである。 前に 阐民主 義は 第一 次 
的には消極的受動的であり*第ニ次的には積極的能動的であ名と言つたのはこの意味である。 

(ハ〕 國家社 會 主義と 國民肚 » キ：義 これは 今日の 我國に 於ても 相當 やかましく 叫ばれ 旣に之 
罅の 主義を 基調と する 攻 黨 まで 出現して ゐる ので あるから •その 主義は 如何なる ものである か 
を 之 も簡單 ながら 明かに して おかぅ と 思 ふ。 國家 社 # 主義 及び 國民社 會主義 とい ふのは 夫々 國 
家 主義 • H 民せ 義に社 會主義 を 結合した ものである。 而し てこの 社 會キ ：義 なる ものは 決して* 
►ルクス 派の もので もなければ •又 資本主義 掩護の もので も 勿論ない 。それは中間的 |3 健なる 
もので— * 從 つて國 家 社 # 主義に 於ても， 國民社 會 主義に 於ても 共に « 際 社 # 主義に 對立 
し.又國家否定の社會主義に反對する4のである。そして資本主義特に金融資本主義の抑壓を 



以て その 明かなる 两爭 目檩 とする 4© である。 

以上の 如く 觀察 すると 國 家 it # 主義と 國民社 會 主義とは 全然 同一なる 如く 解せられ る けれど 
も*之を » 來にいへば前者は本來*國家又は政府の行ふ社#主義 |: いひ.後者は民族的*國民 
的なる 所の 社 # 主義で ある。 卽ち 後者は 單に國 家の 存在を 容認す ると か* 又は 國家に よる 社 會 
主義とかいふものではなくして、民族阈家の建設完成が其目的であるのである。それ故この兩 
者の 關係は 恰も 國家主 義と國 民 主義との 關係に 犬® 相似して ゐるわ けで ある。 

第二 節 行動主義. 

一、 IMS なき ！ MS 1般にフアツシズムを批判する4のは*フアツシズムにはその根底とな 
る 理論がない とい ふので ある) 併しフ アツ シストに 言は せる と* それが フ アツ、 ゾ ズ ム の 一大 特 
後で—。 7 アツ シズ ム には 理論— 1 が馨 する Q だとい ふ Q で そし て網領と か 原 
理と かいふ ものは 單なる 過去の 應史の 辯 解か* 成は 將來 0豫想を樹立するだ竹のものである〇 
晶 去の 辯样 fi 無價直 だ* 將來 の豫 想は 必らず しも 當てに はならぬ 。それは 千變萬 化の 國民 生活 
fc tt 適當 する ものでは ない。 それ 故 寧ろ それよりも •より 必要な のは 現實に 於け る 理想で ある。 



明嘹 に して 且單糙 な そして 民 候 精神に ょく 合致した 所の 理想 こそ 必要な ので ある， 否 現 * に 寒 
遵深速なる理想を立て、そ0理想に向つて屈曲自在の躍進を»けることこそ緊要なのである〇 
その 行動の みが 眞に蓴 いものな ので ある* 'この ことを ギバン 二 •ゼン チレは 次の 如く 言つ てゐ 
る 0 

「ムツ ソ リニ1の典の決斷は、常に全級としてつ<られると同時に直ちに實現されるとこ6 
の4のである。彼は常々自分が掸宜に應じて活動する人聞である事を誇りとしてゐる0行動の 
實現 を 可能に し* 適當 とする 一切の 條件 及び 理由の 成熟した、 丁度 適當な 時機に 於て 決 斷し行 
1|| する事を得意とする。彼は實にフアッシズムに於てマッチ-|の唱へる滅理*知行合ーの最も 
嚴格なる意味を代表するものである。かくして思索と行動のニ語を间義化して*この兩者を完 
全に 一致せ しめる。」 . 

右に ょ っても 明かなる 如く フ アッ シズ ムに 於て は* 思索と 行動とは 直ちに gg 合 化され、 速 か 
に 實行 せられる ので ある。 從って 思索 •理想 •理論 それは 個々 獨立に 實 現される のであって、 
必らず し t その 1 0 1 つが 連絡し 體系 化されて ゐる ものでは ない。 それ 故 之を 異なる 角度に 於 
て觀 察すれば 或は 無理 諭と なり、 又 無理 論の 理論と なる のであって、 要は 近®* 逮 is •正視の 




眼に よつ て 網換 への 映像が 異 るので ある* 

II * 9 一力 i 前 達る 如き 理論— s 繁 が、 7 5 54 諭よりも 先 

づ實 行. 一とい ふ 事に なつて •寅に _ 果敢なる 所 S 爭心を 必要と する ので—。 そして 「先 
づ鬪 爭丨而 して E 爭 からのみ 吾人は 何を なすべき かを 探知す る 事が 出来る」 とい ふ 彼等 フ了 
ッシ スト 共通の 信條が 生れる。 ムッソ リー 一 ー はい •ふ。 

「如何なる a 類の 政府の 行動で も •何等かの 不滿を 呼び 起さずに は ゐない とい ふ 事は* 殆ん 
ど公理のやぅに1«的である。この不滿が《家の結合を危くするほどの大きな流れにならぅと 
した 時に* 諸君は 如何にして 之を 防がぅ とする か， それは た々 力に よつ ての み、 否 力の 集積 
によつてのみ、而して必要な場合には、このカを容赦なく使用することによつてのみ防止する 
ことが 可能な ので ある。 今や フ アッ シズ ム は 生命の ない 一切の 理論を、 ゴミ棄 場へ 投げす てる 
だら ぅ。 ある 集 明 又は— 黨派 ♦か權 力を 握つ た 場合には* 自己の 地位を 接固 にして* す •へての 
外来者に 對 して 自己を 防護す るのは そ S 務で ある。 人々 は 恐らく 『自由」 に 飽きて ゐる 害で 
ある ど 

「反抗す る 馬鹿者 共に 對 しては 五十 萬 本の 棍棒が いつも 用意され てゐ る。 必要な 場合には 十 



分な 34 はつて ゐる 。吾人 〇 ブ „ バ fN ダは 5 つで—。 日く フ アツ シズ f 
フアツ シズ ム I 7 アツ シズ t 若し これ 5 f いものが ぁれば ち提 棒が 見 * C 
振 はれる Q だ ご 

「吾々 はた >1 で 得た 蠢— 用す— けだ。 そこ で I 々は 人間を 犬？ ぅ忙 串刺しに 
することを畢んだではないか0」 

ヒツ トラ— は 

「吾人が 曾つ 5 み •且つ 將來 にも 希望す る 所の も S 、 百 人 や 二百 人 oil 謀 者 I 
ない。 われく siQ た： ® Q 十 5 た十离 Q 熱狂 的备吉 倉 0」 

「突擊 除 S 犬の 如く 敏速に •革の 如く i に-クルツ ブ敍 S く麗 £ 叫ぶ ので ぁ 

「ベル サ iQff - rN グ案 を寸 5 よ， f が 若し 今日 ドイツ 运栽官 と 5 
たなら ば •明 期 凡 時からは •最早 や 唯 Q | 文で も 賠償金は 支 嫌は ないで— う。」 

「我々 は M 夕 K 主— S ずで—,^ is 家； s 會主— 銮しく _2主 人 とな る 
であらう やうに* 掸頭 0 主人と もなる事を。」 



&> くて- フア ツシズム伫冷 1: 汰|0|妾 ^ :& ^ &り*霣り钇£ヒ尽耙疒|00ら1龙冬醯こ<、じ丈6 






かくて フ アツ シズ ムに 於て は疽接 行動で あり •强カ 支配を 要求す る 。それは 終極に 於て は獨 
戴 政治の 實現で 1 =獨栽政治は繕會政治 0 拒否であり、英雄主義の政治である。議會政治に 
は 多くの 長所が 存す るに 拘らず 、今や 世界は 舉げて 之を 拒否せ んと して ゐる、そこには議#政 
治そのものに何等かの缺陷と*現代人がそれに肉 0 ての不滿があるからであらぅ ~0 そして一方 
には旣に出現した所の獨栽政治が多くの功 « «: 示してゐるからである。次に1例としてィタリ 
ヤ獨栽 政治の 結果の 一端を 示さぅ。 

⑴ 內政 的には 

(ィ) 一度に 四 萬內 外の 官吏を 整理し •尙 殘餘 官吏の _ を 豪 行す。 

( a ) 地方裁判所 五 〇、 大審院 數 佃を 廢 止して 經 費を 節約す。 

( C 其 他 諸 官 省の廣 合に ょる 經费 節約。 

( - I 〕 官 私立 學校の 差別待遇 全廢 の斷 行。 

(ホ〕 ローマ法王磨に對する年金支拂問題の解決。 

(2) 阈際的 には 

( イ〕 地中海 沿岸の 地方 問題に 闢 して フランスとの 交渉に 成功す。 



CB 〕 ド デ カネ ス 群島を 領有と なす。 

(<〕海軍問題について0成功ー 
C C バルカン 方面への 進出) 

これ 等は 從來の ィタ リヤ 政府が 爲さん と 努めて •到底 成し 得な かつた 所で ある 
次杧も1つトルコに於けるケマル*パシヤの獨栽政治の成功を示さぅ0 
⑴ 國內的 
(ィ〕 皇帝 權及ハ リフ 位の 排棄。 

( a 〕 修道院の® 止" 

(ハ〕 アラ ビヤ 文字の 廢 止。 

00 服装の 歎 化。 

(ホ〕 囘々 敎の样 除。 

(へ) 敎育の K 民 大衆化。 

(2) 國 際的丨 

i . ィ：首 部 コン スタン チノ— ブル 0 奪 



(a ) a — ザン ヌ會議 の 成功。 

( o 民族 の 解決。 

0 W 治 外法 權の撤 典 、 I 
(ホ： 關稅の 自治榷 確立* 

11 . 行動主義 以上の 叙述に よっ て 明かなる 如く •フ ァツ シズ ムは 敢然 抽象的 從 って 智的 fr 
學に對して抗爭するひである。一般に哲學者といふものは、人生の外に立って人生を說明する 
所に哲學なるものを認める。併しファツシズムに於ては、哲學はた*、實踐の哲學としてのみ理 
解す る。 それは 智 的哲學 ではなくて， 正に 行の 哲學で ある 。それ故に ファ ツシズ ムに 於て は • 
之を® 表し、 之を斷 定す るに 當 っ ては* 智的哲 织に 於け るが 如く 公式を 以てする 事は なく •軍 
に 行動に よっての み 襞 表し 断定す るので ある。 

フアツ シズ ムの 運動は 旣に 詳しく述べた 様に •一には ィタ リヤ國 民の 精神的 統一を ば、 血に 
よって 築き上げ やぅと した 所の ィタ リャ國 民の 自 覺 運動で あり •叉 一には ョ ー ロツ パ大戰 後の 
國內の 混甩を 集 拾す るに 當 って •從來 の 自由主義 •議會 主義の 無爲 、無力、 無 活動に 對す る靑 
年壯 者の 反抗 運動で も ある。 それ 故 それは 何よりも 先づ智 的哲學 ではなくて、 行動主義に 基い 



たとい ふ 事が 出来る であらぅ。 

フアッ シズ f それは 實に 結束“ 制、 そして 行動 そのもので ある。 

( 終 i 
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はの 羅理に 理國學 は 哲廣觀 古 
本 時し 想又觀 民に 稀學 くに 往 
害、 てと 最念文 依で を 論 基 今 
の 靜剩靈 もど 化 b あ 主せ き來 
讀 かす 魂 進のを てる ミら、 人 
者に 所の 步覷 述、 0 すれ 或 生 
の 人が 不せ 和べ 人 本る たはに 
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